　先カンブリア紀、約三十四億年前にバクテリアが存在した。地球生命の誕生が何億年前なのか定かではないが、約五億五千年前には数十種類の生物が存在した。そのどれも似通ったおり、外見上の違いも殆どなかった。

その後、約五億四千年前のカンブリア紀に、突如、多種多様な生命体が爆発的に増えた。これが、カンブリア紀の生命大爆発である。まるで生命進化の実験場になったような地球。増えた原因は諸説あるがが、種類も数も増えれば生存競争が激化する。感覚器官が発達し、視覚によって獲物を捕らえるようになり、身を守るための外殻を持つ生物も誕生した。
単細胞生物が集合し、多細胞生物に進化したのは、集まることによって身を守り、或いは生存競争に勝つ為の手段だったのかもしれない。多細胞生物、有性生殖、環境の変化に合わせて形状を変化させるのに必要な条件が揃った。そのうち、敏捷な運動能力を持った脊椎動物が登場した。人類の遥かな祖先が誕生したのだ。
第三話
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天体観測宇宙ステーション「みょうじょう」では、科学者や技術者が休暇で地上に帰る準備をしていた。ステーションは、しばらく無人になる。ドッキングポートには、既に彼らを乗せるために航空宇宙機ペガサスが待機していた。ペガサスの機長スコットは、操縦席の窓からステーションの屋内照明が消えて行くのを見ていた。副操縦席では、若い女性がステーションの光学望遠鏡で撮影された画像を見ている。みょうじょうのデータバンクは、誰でも自由にアクセス出来るファイルが容易されている。中でも光学望遠鏡で撮影された画像は、最も人気がある。大気を通さない美しい天体の姿は、見る者を惹きつけて止まない。

機長のスコットは、再突入千回の経験を持つ経験豊富なパイロットだが、今回の飛行は気が進まなかった。長年共に仕事をしてきた相棒が急に産気づいて、やむなく訓練学校を卒業したばかりの者たちの中から選ばれたのが、横にいる小娘だ。成績は悪くないが、良くもない。SDOH（宇宙開発組織本部）の推薦なのだが、有力な操縦士の殆どが休暇中なのだろう。

せめてもの救いが、無邪気に星を見ている姿だ。緊張感で固まるよりは、良いかもしれない。度胸は、ありそうだ。それより、今は乗客の動きが気になる。発進時刻が迫っているのに誰一人として乗って来ない。スコットは、ドッキングポートの画像に目を移した。発進五分前になって、やっと一人二人とステーションのハッチから出てきた。何か妙だ。科学、工学、医学、気象、あらゆるステーションの帰還を経験したが、いつもと違う。どこでも、地球便が到着しだい待ちかねたように乗り込んで来る。しかし、ここの者たちは、のんびりしている。それでいて、表情が硬い。

「スミレ、お客さんが揃った。ハッチを確認して来るからな」

　スコットは、そう言って操縦席から離れた。スミレと呼ばれた女性は、画像から機長の背中に視線を移した。

「はい、機長」

　返事は良いのだが、どれほどの能力があるか。操縦士の経験は浅いが、カンクウに着陸した経験があるのが救いだ。スコットは、再突入前に必ず自分の目と耳で機体を確認する。いつものようにスコットは変圧室のハッチを確認した後、休暇前のくつろいだ雰囲気を壊さないように笑顔で客室に入った。ところが、八人の乗客は誰も不機嫌な顔をしている。スコットは、リーダーらしい年配の男に言った。

「何か不都合でもありましたか」

　男は、両手を広げて答えた。

「いや、快適ですよ。皆、少し疲れているだけです。ご心配なく」

　疲れているから、すっとんで帰りたいのじゃないのか。もたもた乗り込んで来たのは、いったいどういうことだろう。疑問が湧くが、相手はお客。スコットは、言葉を飲み込んだ。

「まもなく、ステーションを離脱します。カンクウ着予定時刻は、日本時間で正午」

　操縦席に戻ったスコットは、まだ画像を見ていたスミレに言った。

「さあ、行くぞ。お客さんの機嫌が悪い。さっさと終わらせよう」

　スミレは、画像を機長に見せた。

「これが、原因でしょ」

　それは、オリオン座の動画で、星が一つ瞬いている。

「超新星か。そんなこと、報告されていないだろう」

　そう言ったスコットをスミレは、黙って見ていた。スコットの左の眉毛が、つり上がった。

「妙だな。これは、連続した画像を繰り返しているようだ」

　スミレは、画像を拡大して見せた。そして、再生速度を落とした。白い針のようなものが、漆黒の空間を移動し、強烈な光が放たれた。何度も何度も、それが繰り返された。超新星爆発でなければ、これほどの光を放つのは、他に一つしか思いつかない。スコットの脳裏に核爆発の古い映像が浮かんだ。
「これって何でしょう。それから、所属不明の衛星がこっちを監視しているみたいです」

　スコットが客席に行っている間に長距離センサーが、みょうじょうと同じ軌道に進入した小型の衛星を捉えていた。

「軍事衛星だな。通常の偵察かもしれない」

「みょうじょうを偵察しても・・・」

「それは、また後だ」

　スミレの言葉を切ったスコットは、その画像を閉じて操縦席に体を固定した。座席の背もたれが膨らんで、肋骨の少し下から骨盤までを包んだ。深呼吸をしたスコットは、乗客の全員が席に固定されたのを確認して言った。
「離脱シークエンス開始」

　スコットの指示に従ってスミレがシークエンスを開始した。

「開始します。補助エンジン始動。エアロック閉鎖確認。冷却シールドオン。ドッキングクランプ解除。中央スラスター推力二十パーセント、噴射角百六十度、二秒、三秒、四秒。離脱します」

　ステーションを離脱したペガサスは、再突入の炎に包まれた。どんなに腕の良い操縦士でも、再突入から九十秒間は、祈ることしか出来ない。経験豊富なスコットでも緊張する魔の時間。スミレは、全身に力を入れて窓を見ていた。窓の外は、高温で白く輝いている。熱は完全に遮断されているのだが、見ているだけで暑くなる。スミレの額から汗が流れた。重力だ。窓の外が青くなった。スコットは、操縦をスミレに任せた。

「着陸まで、手動でやってみろ。カンクウなら、着陸した経験があるのだろう」

「了解」

　と、返事はしたが、スミレが着陸訓練をしたのは、小型の大気圏用航空機。ペガサスの質量は、四百人乗りの航空機に匹敵する。訓練用の航空機とは、象と子犬ほどの差がある。主翼を伸ばすレバーを引いたスミレは、ペガサスに命じるように言った。

「主翼展開」

艦載機のような可変式主翼は、高度二万で開いた。スミレは、操縦席の肘掛にある操縦桿を握って言った。

「自動操縦オフ」

　ペガサスは、左に傾いた。ほんの少し操縦桿を右に。今度は、右に傾いた。もう一度左に。また右に。重量は象だが、反応は猫のように敏感だ。

「指の力を抜け。人差し指と中指を少し開いてみろ」

「はい」

多少、機体が振れることなど気にもしないで、スコットは黙って窓の外を見ていた。その視線は、青い空にポツンとゴマ粒のようなものが見える。黒い点は、少し大きくなったかと思うと陽光を浴びてキラッと輝いた瞬間、ペガサスの横に銀色の航空機が並んだ。機体のマークは、三角旗にＦと書かれている。ＵＳＦ、連合宇宙軍の戦闘機だ。スコットは、その戦闘機に向かって呼びかけた。
「こちら、ペガサス、機長のスコットだ。連合宇宙軍が何の用だ」

　戦闘機のパイロットは、答える代わりに長距離センサーの画像を送ってきた。それには、ペガサスのセンサーでは捕捉出来ない戦闘機の画像だった。ＡＦ-Ｇ３、アメリカ空軍最新鋭の戦闘機だ。しかも武器を起動している。

「あの戦闘機は、何をしに来たのですか」

「たぶん、俺たちの護衛だ」

「じゃ、アメリカ軍の戦闘機は、こっちを狙っているのですか」

「気にするな、操縦に集中しろ」

　連合宇宙軍の戦闘機が呼びかけてこないのは、遠隔操縦の無人機か、非公式の任務であることが考えられる。米軍との合同演習なら、事前に通知があるはずだが、宇宙軍の戦闘機は明らかに警戒行動を取っている。演習ではないらしい。ペガサスのセンサーは、米軍の戦闘機をまだ捕捉していない。相手は、ペガサスの探知能力を知っている。これが戦闘ならば、こっちが気付いたときには、もう遅いことになる。宇宙軍の戦闘機から送られてくるデータは、米戦闘機が背後に迫って来ることを示している。そして、米戦闘機が搭載しているレールガンに電力が蓄えられていく。当然、米戦闘機は宇宙軍が護衛に付いていることを知っている。その上で、ペガサスに攻撃を加えようとしているのか。エンジンを停止して滑空状態のペガサスは、戦闘機から見れば止まっているのも同然だ。スコットは、自分の操縦桿を握った。
「スミレ、操縦桿から手を放せ」

「はい」

　米戦闘機のレールガンは、十分エネルギーを蓄えている。だが、撃つ気配を感じない。気配というのは、数値に表すことが出来ない。経験から感じるものだ。スミレは、それが分からずに拳を握り締めている。

「威嚇だ。やつは、こっちがガンのエネルギー充填に気が付いていることを知っている」
「どう、どういうことですか」

「はっきり言えないが、こっちの何かを監視している。やつの意に沿わない場合に発砲するつもりだ」
「『やつの意』って何ですか」

「ああ、今確かめてやる」

　ペガサスの現在位置は、スマトラ島の南西。北に向かっている。スコットは、東に進路を変えた。そのとき、宇宙軍の戦闘機がペガサスの後方に下がった。それと同時に米戦闘機が発砲した。レールガンから発射された弾丸は、プラズマの光を発しながらペガサスの右側を掠めた。宇宙軍の戦闘機が、ペガサスと米戦闘機の間に入った。

「なるほど。進路を変えるなってことか」

　進路を元に戻したスコットは、再びスミレに操縦を任せた。

「大丈夫だ。予定どおりに飛べということだ」

　しかし、宇宙軍の戦闘機は身を挺して守るつもりなのだろうか。それとも同じく監視に来たのか。三機の航空機は、つかず離れずに一列に並んだ状態で北上を続けた。滑空しているペガサスの速度は、下降しながら落ちていくのだが、後を付ける二機の戦闘機もそれに合わせて速度を落としている。戦闘機の有効速度は、時速八百キロメートル。それより遅くなれば、緊急離脱や急旋回が出来ない。あと数分でペガサスの速度が八百キロを下回る。監視もそこまでだろう。米軍機と宇宙軍機が撃ち合うとは思えないが、よほど重要な任務でない限り、回避行動が取れないような事態になるまで追尾しないだろう。だが、米軍機のレールガンが起動したままだ。
ペガサスが台湾上空に差し掛かったとき、突然米軍機が識別信号を発した。ペガサスのセンサー画像に所属基地が浮かんだ。米軍嘉手納基地、第二航空隊。センサーは、また別の飛行物体を感知した。嘉手納基地から発射された標的のようだ。米軍機は、速度を上げて標的に向かった。数秒後、その標的はレールガンで打ち落とされた。米軍機は、演習を装ったのだ。これで、驚異が去った。宇宙軍機も速度を上げてペガサスの前に出た。それは、翼を振っている。スコットは、返事がないのを承知で宇宙軍機に通信を入れた。
「ありがとう。誰かは知らないが、身を挺して庇ってくれたことに感謝する」

　宇宙軍機は、それに答えるように機体を一回転させて視野から消えた。スコットの隣では、スミレがナビゲータ画面を見ながら滝のように汗をかいていた。

スコットは、スミレの肩を軽く叩いて言った。

「操縦を代わろう。少し休め。高度一万に下がったら、またやってもらう」

「はい」

　そう答えたスミレは、ぐったりと首を下げた。

　高度一万、カンクウに着陸している航空機から呼びかけがあった。スコットの友人らしい。副操縦士が代わっていることに驚いている。

「サマンサは、どうした」

「お産だよ」

「それは、おめでとう。で、家に戻らなくても良いのか」

「ああ、直ぐにでも帰りたい」

「なら、さっさと帰れよ」

「帰れるかどうかは、お嬢さんしだいだ。大晦日に一仕事残っている。それが一人で出きるかどうか、今試しているところだ」

「なるほど。スミレ、頑張れよ」

　スミレは、何を言われたのか分からないまま答えた。

「了解」

　高度二千、千、五百、スミレは、着陸脚を出した。時速四百五十キロ。少し早すぎる。着陸寸前の速度は、時速二百キロまで落とす必要がある。スコットは、緊急離陸の準備をするために自分の操縦桿を握った。海上空港であるカンクウは、オーバーランすれば海に落ちることになる。スコットが、エンジンの点火キーに指を近づけたとき、スミレがエンジンに点火した。

「スミレ、上げ舵だ。上昇しろ」

　スミレは、それに従わない。彼女は、逆噴射をかけた。そして、ペガサスの前部姿勢制御ジェットを噴射。操縦桿を右に回した。ペガサスは、海の手前十メートルで停止した。主翼は、海に突き出ていた。

「今日中に帰れそうにないな」

　スコットは、そう言ってエンジンを止めた。幸い乗客に動揺はなく、年長の男がスコットに言った。

「面白い姿勢制御ジェットの使い方だ」

　スコットは、両手をオーバーに広げた。

「まあ、ちょっと滑走路が短くてね」

　男はスコットからスミレに視線を変えて言った。

「あやうく漁礁になるところだったね。空飛ぶ馬、ペガサスが魚の家になるなんて、しゃれにもならない」

　スミレは、男に頭を下げた。

「すみません。私が着陸操作をしました。ルナ級の着陸は、これが始めてです」

　男は、ポケットからガラスのバッジを取り出した。それをスミレに渡した。

「そう。これは初着陸の記念だ。みょうじょうの記章だ」

　そう言って、男は笑顔でペガサスを降りた。スミレは、記章を太陽に翳してみた。陽光を受けて、キラキラと光っている。その光るバッジには、漢字で明星と刻印があった。

　カンクウは、クリスマス休暇で帰還する者や旅行客で混雑していた。定期便や臨時便が、夕暮れの空へ次々と離陸していく。スコットは、ペガサスの客室から飛び立つ航空機を見上げていた。冬の陽は短いのに時間が止まったように感じる。出産予定日より二ヶ月も早い。「気が早いのは、俺に似たのか。」スコットは心の中で苦笑いを浮かべた。座席にあるディスプレイに生まれ来る子供のイメージ画像を出したスコットは、それを指で軽く弾いて、まだ見ぬ我が子に囁いた「ママは、日本に来ることを楽しみにしていたんだぞ」

サマンサの祖先は、二百年前にこの地から地球を半周してブラジルに渡った。そして、サマンサの曾祖母は、ブラジル野球連盟が招待した日本の大学チームの選手と恋に落ちた。その選手は、メジャーを目指してアメリカに渡った。その選手がサマンサの曾祖父であり、それを追いかけて総距離六万キロの旅をしたのが曾祖母である。サマンサが生まれたときは、既に二人とも他界していたが、祖母が我が家の伝説として、幼いサマンサによく語ってくれた。サマンサの祖母は、何年か日本で暮らしたことがあり、伝説と共に日本での楽しかった思い出を話してくれた。その一つに「山に炎で字を書くのよ。」というのがあった。幼い頃に聞いたその話は、おとぎ話のように彼女の記憶に残った。サマンサは、いつか見てみたいとずっと願っていた。スコットがクリスマス休暇返上で、この任務を引き受けたのは、そんな彼女の思いに応えるためだった。
　サマンサと初めて会ったのは、ニューヨークスタジアムでオリオーズとヤンキースのリーグ優勝をかけたプレイオフを見に行ったときだ。いや、見に行こうとして見に行ったのではなく、彼の人生で最低の日を慰めるために連れていかれた。大きなガラス窓がある特別室は、食事を取りながら観戦出来るようになっている。試合開始直前の期待と不安が入り混じった緊張感が、スタジアム全体を包んでいた。スコットには、それとは別の緊張感があった。それというのも、隣に座っているのがアメリカ海軍太平洋艦隊統合司令長官フレイザー中将なのだ。この時のスコットは、急襲空母セーレム所属の海軍中尉。駆け出しの将校だ。
艦載機のパイロットが中将と並んで野球を見るなど、通常では考えられない。フレイザー中将もスコットも軍服を着ていないが、私的な場といっても階級を無視出来ない。気安く話せるものではない。他には、軍関係企業の重役らしい中年の紳士がいる。スコットの妙な雰囲気に遠慮しているのか、席を一つ空けて座っている。本来ならスコットの席には、上官のサンダクレス少佐が座っているハズなのだが、落ち込んでいたスコットに席を譲ってくれたのだ。命令ではないのだから、断ることも出来たが、士官学校を卒業して以来、ずっと世話になっている中佐からの申し出を無下に出来ない。プレイオフをスタジアムで、それも特別室で見られるのだから、嬉しいはずなのだが、気持ちが盛り上がらない。窓から見える華やかな風景が、色のない夢のように感じる。
当時、スコットは休暇で故郷のニューヨーク郊外にあるローズランドに帰っていた。久しぶりに両親や兄妹、友人たちと休暇を楽しんでいた。昨夜はＮＦＬニューヨーク・ジャイアンツの通算千勝目を祝って、仲間たちと大騒ぎをしていた。家に帰って気持ちよく朝まで眠った。その眠りをこじ開けたのが「ヒルトン・ニューヨークまで来い。私服で良い」という短いサンダクレス少佐からのメッセージだった。
　休暇中の出頭命令など悪い知らせに決まっているが、場所がヒルトンホテルなのが腑に落ちない。サマースーツを急いで着たスコットは、家を飛び出した。憂鬱な気分でヒルトン・ニューヨークに着いたスコットは、指定された四十階の部屋を訪れた。待っていたのが、第一軍装のサンダクレス少佐とフレイザー中将。第一軍装とは、式典などに着る軍人の礼服だ。事態が飲み込めないスコットは、直立したまま壁を睨んでいた。

「ああ、これは午後から市長を表敬訪問するための制服だ。気にしなくて良い。楽にして、掛けたまえ。尋問ではない」

　少佐にそう言われたスコットは、背もたれがゴブラン織りの椅子に座った。木製のテーブルを挟んで中将が座っている。
「中尉、何か飲むかね」
　中将が右手を上げて、スコットにそう言った。

「いいえ、けっこうであります」

「そうか。では、本題に入ろう。君のパイロットとしての能力は、高く評価している。先の作戦でも、それが証明されている。話は、そのことに関係がある」

六ヶ月前、スコットの任務は、ソマリアとケニア国境付近のテロリスト本拠地を攻撃するソマリア陸軍の援護をする単独任務だった。
スコットが操縦する攻撃機は、夜明け前の国境付近を旋回していた。敵が潜んでいる山岳地帯は、真っ暗で何も見えないが、散発的な戦闘を熱センサーが感知していた。敵の本拠地が有ろうと思われる地域を目指して、ソマリア軍が扇形に展開しているのが手にとるように分る。スコットの任務は、敵陣の位置が正確に判りしだい爆撃することだった。標的の座標を入力し、誘導爆弾を投下する。複雑な作戦ではなかった。対空攻撃兵器もセンサーが感知していない。ヘッドアップディスプレイに表示される空母セーレムからの情報もそれを裏付けている。ただ、ソマリア政府はテロリストと呼んでいるが、実際は軍事クーデターに失敗した機械化大隊の残党なのが気になる。殆どの部隊が投降あるいは戦死したが、特殊部隊の二十五名が行方不明になっていた。公式発表は「行方不明」だが、クーデター残党狩りを逃れて潜んでいたのだ。クーデター鎮圧から一年の間、追走を逃れながら政府関係の施設に単発的な攻撃を加えていた。
敵の人数は、全軍から見れば取るに足らないのだが、鍛え上げられた精鋭の攻撃は、通常部隊による掃討作戦を困難にしていた。だが、しだいに数で圧倒する正規軍の前に追い詰められていった。
失敗したクーデターの生き残りが、今さら部分的な攻撃をして何になるのか疑問だが、そんなことは、スコットの知るところではない。命令を実行するだけだ。

山頂を染めた朝陽は、明るく輝きを増して裾野の乾燥地帯を照らしていく。世界最高気温を記録するほど暑い土地だ。地上では、じりじりと気温が上がっているのだろう。熱誘導爆弾のセンサーは、人間の体温に合わせてある。あまり気温が上がりすぎれば目標を失う可能性がある。レーダー誘導は、山岳地帯に居る人間を捕捉出来ない。その場合は、敵が居そうなところを手当たりしだいに攻撃しなければならない。ソマリア政府軍を巻き込む恐れがある。それは、避けたい。もちろん敵も理解しているだろう。時間との勝負だ。これを逃せば、今度いつチャンスが来るか分らない。地上の気温は、既に三十度に達していた。

「まだか」

　センサー画像を軽く指で叩いたとき、座標データを受信した。セーレムもそれを確認した。自動操縦にすれば、全て戦闘機がやってくれるのだが、気温が上がり過ぎた場合や不測の事態に対応出来ない。しかし、めったなことはないだろう。スコットは、落ち着いて目標上空を目指した。三、二、一、投下。爆弾を投下したスコットは、機体を九十度に傾けて、肉眼で爆弾を追った。爆弾が地上百メートルまで降りたとき、突然センサーが高速飛行体を捉えた。音速の六倍で飛ぶその物体は、爆弾付近で爆発した。スコットが投下した爆弾は、誘爆して消え去った。地上には、殆ど被害がない。「どこから撃って来たんだ」センサーに発射位置を示すサインが出ている。そして、そこから三機の戦闘機が飛び出した。一機は、政府軍が展開している方向に向かっている。他の二機がこっちに向かっていた。
「セーレム、まずいことになった、やつらは戦闘機を持っていた。これより交戦する」

　応えたのは、サンダクレス少佐だった。

「こっちでも確認した。任務を放棄してもかまわない」

「少佐。やるだけやります」

「スコット、ソマリア政府に援護機の発進許可を打診している。ヤバイときは、海上に逃げろ」

　通信を切ったスコットは、迫る敵機に対してまず通常機銃を放った。射程距離外だがこれで敵の能力が分る。微動だにしなければ、かなり強い。敵の一機が回避運動をした。「コンピュータ、今逃げたやつをブラボー。動かないやつをアルファだ。地上攻撃に向かったのをチャーリーに」
　センサー画像に映っている敵戦闘機にそれぞれマークが付いた。敵の能力がどのくらいなのか。スコットは、急降下から低空飛行に移った。目標は地上攻撃を始めたチャーリーだ。逃げたブラボーは、高度を上げている。アルファは、スコットを追って降下を開始した。ターゲットスコープにチャーリーの機影を捉えた。ロックオン。スコットが放ったミサイルは、チャーリーを直撃した。撃墜、そのはずだった。だが、チャーリーは煙を吐いて不安定な状態になっただけで、旋回しながら射程距離外に逃れた。「なんてやつだ。こいつらは、何者だ」ともかく、敵は一機減った。ミサイルで撃墜出来なければ、通常機銃でも落とせない。エネルギーをかなり食うが、レールガンを使用するしかない。レールガンとは、二本のレールに電流を流し、伝導体の弾丸を発射する。弾丸の伝導体部分はプラズマ化し、人工ダイヤモンドの弾頭を押し出す。弾丸の初速は秒速三十キロメートル、通常機銃の三十倍の速度が出る。レールガンを起動させたスコットは、迫ってくるアルファに照準を定めた。アルファは、回避するはずだ。だが、コースをそのままに突っ込んでくる。「どういうことだ。こいつはバカか、よほど自信があるのか」アルファがミサイルを発射した。スコットは、落ち着いてレールガンでミサイルを打ち落とした。それでもアルファは、真っ直ぐに向かって来る。こんな飛び方をする理由は一つしかない。自動操縦か、遠隔操作で飛んでいるのだ。スコットはアルファにミサイルを全弾発射した。そして、急上昇して上空に逃げているブラボーにレールガンを発射した。高速度の弾丸を回避する間もなくブラボーの主翼は撃ち抜かれた。空中戦は、これで終わった。ミサイルを回避したアルファは、急上昇して自爆した。おそらく操縦が不能になった場合、自爆するようにプログラムされていたのだろう。レールガンで撃たれたブラボーは、きりもみ状態で落ちていく。
　再び本来の任務に戻ったスコットは、指示された座標に爆弾を投下した。ソマリア軍から目標の破壊報告があり、任務は無事に済んだ。その時は、そう思った。

　ところが、撃墜したブラボーが落ちた場所が悪かった。ヒルトン・ニューヨーク四十階、中将は外を見ながらスコットの返事を待っていた。あの作戦には、スコットや空母セーレムの艦長も知らないことがあった。スコットは、窓から見える青い空と雲と中将の背中を交互に見ながら答えた。
「つまり、あの時。地上では、誘拐されたアメリカ政府高官の家族救出作戦が繰り広げられていて、陽動作戦として爆撃したということで、あの大規模なソマリア軍もテロリスト掃討作戦にかこつけて利用した。人質の奪取に成功したが、私が撃墜したブラボーが、救出部隊と高官を乗せたトラックの近くに墜落して爆発してしまった。結果、作戦は失敗した」

　振り返った中将が、

「半分は成功した。それに君の責任ではない。大統領も君には同情されている。だが、不問に付すわけにもいかん」

　スコットは俯き拳を握って答えを出した。

「早期退役します」

「そうか。君の行き先は、既に用意してある。連合宇宙軍が君を待っている。だが、これは命令ではない。好きにしてくれたまえ」

　

　これが八時間前の出来事だ。スタジアムでは、ヤンキースの投手がマウンドに上がった。投球練習が終わり、打者が打席に立ったとき、特別室のドアを開けて若い女性が駆け込んできた。

「なんとかプレイボールに間に合ったわ」

　長く黒い髪を振って席に就いた彼女は、スコットの隣に座った。ミニスカートから伸びた細い足を組んだ彼女は、スコットに向かって言った。

「あなたがスコット中尉ね。よろしく、サマンサ・タシロです」

「ああ、ウイリアム・スコット。中尉、いや元中尉」
　まだ学生だったサマンサは、落ち込んだスコットの気分を晴らすように試合中ずっと話してくれた。そして、もう一人、部屋にいる中年の紳士が、彼女の伯父であり、SDOH（宇宙開発組織本部）の幹部であることを教えてくれた。SDOHには、二つの柱がある。民間の研究機関や企業が中心になっている宇宙機管理局。これは、非軍事衛星やシャトルを管理している。もう一つが、主に宇宙開発施設の警護を受け持つ連合宇宙軍だ。

　ヤンキースとオリオールズの試合は、ヤンキースの圧勝で終わった。スタジアム全体が揺れるような騒ぎになった。サマンサはスコットに抱きつき、スコットは彼女を抱き上げて勝利を祝った。

「軍隊は、もう止めだ。宇宙、軍事目的ではない宇宙船に乗りたい」

「ええ、そのほうが良いわ」

　サマンサは、スコットに抱き上げられたまま伯父に言った。

「いいでしょ。伯父様。彼ならきっと良い仕事をしてくれるわ」

　

　その後、一年間の訓練を受けたスコットは宇宙飛行士となった。それから二年後、サマンサも宇宙飛行士となり、二人の公私を共にする生活が始まった。ヤンキースタジアムで出会ってから十年経った今年、二人は子供を作ることにした。
カンクウ宇宙機専用エプロン（待機所）は、夕陽に染まっていた。短い冬の一日が暮れようとしている。サマンサが入院しているブエノスアイレス大学付属病院からのメッセージは、彼女が分娩室に入ったことを知らせていた。スコットは、もう一つのメッセージを待っていた。ペガサスの臨時飛行を管理局に申請していたのだ。ペガサスで弾道飛行をすれば、エセイサ航空宇宙港まで三十分で到着する。大学病院からのメッセージが終わった直後、管理局からのメッセージが届いた。やはり私的な臨時飛行の申請は却下された。
「無理だよな。サマンサ、すまない。出産に間に合うように帰れないよ」

スミレは、着陸後からずっと練習用プログラムで操縦訓練を続けていた。陽は、対岸の島影に消えた。日没を待っていたかのように、女児誕生の知らせが届いた。そして、もう一つパイロット用の通信機が、スコットの友人が搭乗するＨＳＴからの音声通信を受信した。
「スコット、空きが出来たぞ。キャンセルが出た。あと三十分で発進する。急げ。ついでに明後日の日本行き便に空きが出来たらしい」

「ありがと。」

　年が明けるまでサマンサと我が子に会えないと思っていた。この嬉しい知らせは、土砂降りの雨が突然晴天になったような気分だ。そして、大学病院から続報が入った。現地時間、午前三時二十五分、女児誕生の知らせにスコットが飛び上がった。
「サマンサ、良くやった」

　たった一日だが娘に会える。　

「スミレ、明後日戻るからペガサスを頼むよ。それから、パーティーには代わりに出てくれ」

　スミレは、スコットにガラスのバッジを渡した。

「これ、何にもないけどお祝いです」

「ありがとう。戻るのは、日本時間で二十七日の正午カンクウ着の便だ」

　スコットを見送ったスミレは、ペガサスの操縦席でみょうじょうからダウンロードした動画を開いた。白い針と閃光、それを拡大した。針はマッチ棒に、マッチ棒がペンに、解像度の限界まで拡大した。白いペンは、宇宙船だろうか。閃光は、事故でも起こしたのかもしれない。スミレは、閃光を分析した。コンピュータは、閃光が核爆発だと答えた。動画は、二度の爆発を繰り返して再生するようにプログラムされていた。白いペンは、核ミサイルなのだろうか。スミレは、宇宙飛行士訓練校のデータバンクにアクセスした。核、二発、ミサイルで検索した。結果は、トルネードと出た。トルネード、竜巻とは、いったいどういう意味だろう。トルネードの説明文を開こうとしたとき、音声によって警告された。

「これから先のアクセスを禁じます。不正にアクセスした場合、処罰されることがあるので注意して下さい」

「あ、そう。じゃ、一休みするわ。午後８時に起こして、スワンレイのパーティーに行くから」

　スミレは、アクセスを止めて、客室に入った。座席を倒したスミレは、目を閉じた。もう、二十時間眠っていない。睡魔が襲う。

　カンクウ、正式名称「日本第二航空宇宙港」。元は、大阪湾に浮かぶ関西空港を拡張して作られた。関係者は、愛称を関西スペースポートとしたが、カンクウの名は消えなかった。停泊中の宇宙船は、ルナ級ペガサスとシャトル級アルカンシェル。通常旅客機が十機、内ＨＳＴが二機。海上には、超低空飛行船スワンレイが停泊している。九百人乗りのスワンレイは、海上高度十メートルの低空を音速で飛行する。スワンレイは、乗り物というより海上を音速で動くホテルだ。豪華客船として、八十日間で世界を一周する処女航海の途中、カンクウに立ち寄った。スワンレイのパーティーには、カンクウにいる全てのキャプテンが招待されていた。

　スミレは、ドレスに着替えて、ハッチの小窓から、迎えの車が来るのを見ていた。白い磁気浮揚車が、ハッチの真下で止まった。ラダーを上がる足音がする。スミレは、ハッチを開けた。エスコートに来たのは、スーツ姿の三十歳前後の男性だった。

「タケルです。スミレさんですね」

「はい、よろしくお願いします」

　二人を乗せた車は、ゆっくりとスワンレイに向かった。スミレは、タケルになんとなく同種の臭いを感じた。

「あのう、タケルさんも機長ですか」

　タケルは、少し間を置いた。

「ええ、そのようなものです。それから、タケルで良いですよ」

「それじゃ、スミレと呼んで下さい」

　スワンレイの翼は、殆ど水中に没していた。主翼は、厚みが通常のビル３階分に相当し、縦九十メートトル幅百八十メートルの楕円状で、翼端が上に反りあがっている。翼中央部は、厚みが六十メートルあり、翼端から滑らかに膨らんでいる。尾翼は、中央から二つ斜めに突き出ている。

「スワンレイ、白鳥エイ。白鳥には、見えないけど。たしかにエイのようね」

「今夜は、高度五百まで上昇するらしい。船底には、翼を広げて滑空する白鳥が描かれている」

「へえ、すごい。大きなサッカースタジアムが飛ぶようなものね」

　若いスミレには、全く場違いのパーティーだった。スミレは、スワンレイの乗員乗客の誰よりも若い。考えれば、八十日間の旅をするのだから、必然的に退職した高齢者が多くなる。ペガサスの乗員だと知った機長たちが、声をかけてくれるのだが、スコットの昔話ばかりで、会話が続かない。分かったのは、スコットが自動操縦ぎらいだということだ。それで、スミレに手動着陸をやらせたのだ。機長たちの話に肯いているうちに、タケルを見失った。

　客たちが少し落ち着いたところで、スワンレイの船長が壇上に上がった。船長は、スワンレイが十分後に上昇を始めると言った。更に高度五百で、今夜のスペシャルゲスト、二十一世紀最高の女性歌手シューレ・カンデンスキーが専用機で到着することを伝えた。そして、離陸時の衝撃に備えて、乗客はそれぞれが指定された展望室に移動した。スミレは、船体前方の部屋に入った。そこは、水没していた。窓の明かりに魚が集まっている。ゆったりとした座席は、エンジンの震動を全て吸収しているようだ。船内に汽笛の音が流れ、屋内の照明が暗くなった。それと同時に群れていた魚が、散り散りに姿を消した。スミレは、反射的に脚に力を入れた。背中に軽い衝撃が伝わった。スワンレイは、海水を押しのけながら前進を開始。十秒後、窓の外に湾岸の明かりが目に入った。スワンレイは、大きく旋回しながら上昇を続けた。乗客の多くは、夜景にため息をついている。多くのため息が、静まったとき、微かなモータの音が聞こえた。いつのまにか、隣に五十歳くらいの婦人が座っていた。

「空いていたので、座らせてもらいました。お連さんは、忙しいようですね」

　モータの音は、この老人から聞こえる。スミレは、

「はい、どうぞ」

　と言いながら、音が婦人の脚から聞こえることに気が付いた。スミレの視線が老人の脚に。婦人は、ヒザを少し上げた。

「ほう、気がつきましたか。良い耳ね」

　音は、婦人の電動関節のものだった。婦人は、窓の外を見ながら言った。

「地球は、宇宙から見ていると小さいわ。でも、地上に降りれば、多種多様の風景がある。命の偉大さを感じる」

　スミレは、煌めく地上の星と夜空に輝く天上の星座を見比べた。

「ルナ級の操縦士では、そう感じるほど遠くまで行けません」

　火星の公転軌道まで行けば、そう感じるかもしれない。スミレは、夜空の火星を探した。火星、まだ観測基地も出来ていない。スミレは、赤い星を見つけてハッとした。婦人は、スミレの表情を見て微笑んだ。スミレは、婦人の顔を見つめた。どこかで、見たような気がする。そうだ、訓練校に飾られていた写真だ。スミレが見たのは、火星に初めて到達した日本人女性である藤原夕美。写真は、若い夕美の姿だった。スミレは、記憶を辿った。夕美の生誕は、たしか二十世紀終盤。老けてはいるが、記憶にある写真に似ている。しかし、今、隣にいるのが夕美なら、百歳を超えている。

「あのう、もしかして、藤原夕美さんですか」

　婦人は、両足を軽く叩いて言った。

「そうよ。見た目は五十歳くらいに細工してあるわ。それに殆どサイボーグのような体だけどね」

　スミレは、しばらく動けなかった。伝説の人が目の前にいる。

「お会いできるとは思いませんでした」

　夕美は、スミレの手を握った。

「そんなに驚かないで、幽霊じゃないわ」

「ほんとに、こんなふうに。まさか・・・」

　手を放した夕美は、後ろをちらりと見て言った。

「そうね。人生は、ま坂っていう坂を何度も登るようなものよ。次の坂が、来たようね」

　タキシードを着ているが、目が鋭い大柄の男がスミレの横にヒザをついた。男は、小さな声でスミレに言った。

「スミレ・ヤエガシさんですね。ペガサスの機長ウイリアム・スコットが、不正アクセス容疑で逮捕されました。あなたに聞きたいことがあります。こちらへ」

　夕美は、スミレの手を握り、男に言った。

「私のお客様よ。失礼のないように」

　男は、夕美とスミレを見比べた。

「はい、承知しました。ユミ様」

　スミレは、ブリッジに隣接している船長控え室に案内された。待っていたのは、船長ではなかった。三十代の黒人男性だった。

「スワンレイ保安主任のセバスチャンです」

「あの、スコット機長が何をしたのです」

「それは、こちらが知りたい。アルゼンチン政府から矢のような催促でね。ペガサスの任務、本当は何なのか」

「嘘も本当も知りません。ペガサスに乗って、まだ二日です」

　セバスチャンは、コンピュータディスプレイを見つめていた。

「そう、それは分かっています。みょうじょうにアクセスしていますね。データを落とした」

「それが、不正だったのですか」

「そうじゃない。私は、ただ何をしたか確認したいだけだ」

　スミレは、ペガサスに乗船してから今までの事を全て話した。セバスチャンは、それを聞いてスコットがアルゼンチン空軍のコンピュータに浸入したことをスミレに話した。スミレには、何のことかさっぱり理解出来なかった。

「そんなの、私に言われても知らないわ」

「そうだろうね。あなたは、手伝わされただけのようだ」

　そう言って、セバスチャンはアルゼンチン政府にスミレの潔白を伝えた。スミレは、席を立とうとした。

「じゃ、私は戻って良いのね」

「いや、もう少し居てもらう。君を呼んだ理由は、もう一つある」

　セバスチャンは、立ち上がって部屋の壁に軽く触れた。照明が少し暗くなり、壁が透明になった。夜景に背を向けたセバスチャンは、両手を広げた。

「この巨体が、高度五百で飛んでいる。まったく無茶な話だ。おまけに飛行中に歌手を乗せた小型の飛行機が着船するという」

　そう言われたスミレは、腕を組んで考えた。セバスチャンがいうほど、無茶なことだろうか。相対速度がゼロなら、特に問題はない。たしかにスワンレイは、低空で安定するように設計されている。平らな構造は、浮き過ぎないように考えられたもの。水平飛行に問題がないが、航空機のように上昇や下降するには無理がある。それでも飛んでいられるのは、船体全体に網羅されたセンサーが感知する変動をコンピュータ処理して、二百七十枚の姿勢制御翼に指令を伝えている。魚のエイを無理やり飛ばしているようなものだ。スミレは、姿勢制御翼がすさまじい速度で動いている場面を想像した。

「ちょっと無理があるわね」

「だろう。君なら分かってもらえると思った。スワンレイの誘導装置は、今のところ問題がない。シューレを乗せた飛行機のほうがね」

スワンレイには、小型のＶＴＯＬが二機装備されている。離発着は、船体後部の格納庫兼開閉式カタパルトを使用する。カタパルトは、三機駐機可能だが、シューレの乗った飛行機は、スワンレイ付属のＶＴＯＬより大きい。

「格納可能なサイズを間違えたそうだ。それが、分かったのがついさっきだ。スワンレイには、パイロットが二人いる。ＶＴＯＬは二機ともカンクウに降ろす」

　スミレは、セバスチャンの案に賛成した。二機とも降ろしたほうが安全だ。セバスチャンは、更に続けた。

「そう、これで一つ解決した。もう一つ、シューレが乗った機は、完全に自動操縦だということだ。パイロットがいない。停止したスワンレイに着船するのなら、それでも良い。しかし、どっちも時速八百キロ超で飛行している」

　スミレは、着船プランを想像した。飛行機は、上から後方に近づく。長い垂直尾翼が見えてくる。船体の陰に入る。

「あっ、無風になるわ。後ろに廻る直前に速度を落とさないと、衝突してしまう。そんなプログラムは、どこを探してもない」

　スミレが呼ばれた理由の二つ目は、遠隔操縦でシューレの飛行機をスワンレイに着船させることだ。スコットが、自動を嫌う理由が分かる気がした。

「時間があまりない。あと十五分で、シューレ機が来る。既にＶＴＯＬは、スワンレイから離れた」

「そんな危険なこと、中止すれば良いでしょう」

「ああ、私もそう思う。シューレは、昨日カンクウに到着する予定だった。それが遅れた。本社は、良い機会だ。スワンレイの宣伝にもってこいだという」

眉をひそめて聞いているスミレにセバスチャンが、もう一言付け加えた。

「もし、失敗したらスワンレイの安全を優先する」

「それ、どういう意味なの」

　セバスチャンは、ドアを開けて言った。

「その意味が分からないことを祈るよ。さあ、行こう」

　遠隔操縦装置は、カタパルトの奥にあった。ガラス張りの部屋から、小さな光点が見える。シューレが乗った機だ。ディスプレイにタケルの顔が映った。

「大丈夫、うまくいく。そうに決まっている」

「まるで、預言者のようね。ありがと」

　シューレ機は、眩いサーチライトに照らされた。明るくなったカタパルトの両側には、細長い箱がシューレ機の動きに合わせて動いている。スミレは、後ろにいるセバスチャンに言った。

「ねえ、あの細長い箱なんなの」

「着船に影響はない。気にするな。集中しろ。上手くいけば、次回の世界一周に招待だ。八十日間の休業補償付でね」

「それは、すごい。けど、次回の航海があればの話ね」

「黙って、作業をしろ」

「はい、はい」

　スミレは、シューレ機に自動操縦解除コードを発信した。少しシューレ機が揺れた。ディスプレイには、シューレ機から見た映像が映った。スワンレイが、下に見える。サーチライトの光度は、半分に処理されて、カタパルトが見やすいようになっていた。スミレは、少し速度を上げた。シューレ機は、カタパルトの真上に移動した。そして、スワンレイ中央上空に至った。そこから、ゆっくりと速度を落とした。シューレ機は、高度を下げながらカタパルトに接近した。また、細長い箱がシューレ機に向いた。スミレは、シューレ機に言い聞かすように、

「ゆっくり、そう、もっとゆっくり」

　カタパルトの真上で、シューレ機の着陸脚を出した。気流の変化で、機体が少し揺れた。

「さあ、行くわよ」

シューレ機がスワンレイ船体の陰に入った瞬間、スミレはエンジン出力を十パーセントに落とした。機体は、真下に下降した。スミレは、ディスプレイを見ずに出力を上げた。シューレ機は、カタパルトの二メートル上で失速、落下したが、着陸脚が衝撃を受け止めた。

スワンレイのパーティー会場入り口では、シューレを迎えるために船長以下数名の上級乗員が整列していた。スミレは、セバスチャンの横に並んでいた。歓声と拍手の中、シューレはスターらしく輝く笑顔で、乗員に挨拶をしている。特に船長には、今回の難しい着船のことを感謝していた。スミレは、シューレになんと答えようかと考えていた。ところが、シューレはスミレの前を黙って通過した。

「どういうこと」

「まあ、良いじゃないか」

「何が、良いのよ」

　スミレは、むくれて列を離れた。ふてくされて壁にもたれたスミレに、タケルが青いカクテルを手渡した。

「世の中、こんなものだよ。無事で良かったじゃないか。対空ミサイルも使わなくてすんだのだからね」

　スミレは、息を詰めた。

「何、それ。どういうこと」

「カタパルトに箱があったろう。あれは、万一に備えてシューレ機を破壊するためのものだ。シューレ機くらい、木っ端微塵になる。スワンレイにも少々傷が付くかもしれないが、たいした損傷にならない。カタパルトが、焦げるくらいだ」

　スワンレイには、ＶＩＰが多く乗船していた。歌手一人の命と引き換えにするわけにはいかない。スミレが失敗すれば、撃墜することになっていた。上手くいけば、スワンレイ乗員の手柄。だめなら、外注パイロットのスミレに責任をなすりつける。

「何てことなの。それで、私にやらせたのね」

「そういうことだ。失敗した場合、事故だったと発表するつもりだったのだろう」

「くそ、セバスチャンめ」

「彼を責めるなよ。彼も命を賭けていた。至近距離でミサイルが爆発すれば、彼も君も命を落とす可能性が高い。セバスチャンは、君の傍にいる必要がないのに居たのは、彼の責任感からだと思う」

　　　　　　　　　　　　　　　　　２

　ステージに上がったシューレは、天を指差した。それを合図に照明が落ち、天井と壁に星空が広がった。スミレとタケルは、夕美の招きでステージ横のテーブルに着いた。シューレは、ジュピターをスキャットで唄った。壮大なホルストの組曲が、甘美な愛の囁きに聞こえる。

　ジュピターは、観客の心に染み込むように消えた。そして、拍手する間もなく、シューレは両手を上げた。彼女の背後にオーケストラが、霧が晴れるように現れた。ホログラムのオーケストラは、幻想的な彼女の声に良く似合う。一時間のショーは、あっという間に終わった。一度ステージから下がったシューレは、鳴り止まない拍手に応えて再び登場した。彼女は、ゆったりした曲を歌いながらテーブルを巡った。スミレが夕美に、

「これ、聞いたことがあるのですが、何っていう歌ですか」

　夕美は、自分を指差して言った。

「私が、船長経由で彼女に歌ってもらうようにお願いしたのよ。スカボロフェア、弟がよくリコーダで奏でていた曲よ。好きだったのか、これしか吹けなかったのか分らないけれど」

　夕美の弟、スミレは知っている。スミレが生まれる遥か以前、火星到達を目の前にして、行方不明になった宇宙船エクスペディションの乗員だ。

「学校で習いました。弟さんは、事故で・・・」

　夕美は、気遣って言葉を濁したスミレに言った。

「そうよ。私たち姉弟は、宇宙飛行士を目指した。と、言っても私は、特にしたいこともなくて、弟に負けるのが嫌で頑張っただけ。でも、弟の熱意と体力に負けたわ。弟は、火星行きの切符を手にいれた。そして、宇宙の彼方まで行ってしまった。それから、私は弟を探すために必死で訓練を受けた。私より能力が高い人は、たくさんいたけど、美談にされてね。その後押しで、二度目の火星ロケットに乗れた」

「あれは、未だに原因が解らないのですよね」

「そう、破片一つ感知出来なかったわ」

　曲が終わる頃、シューレがスミレたちのテーブルに近寄った。その時、スミレは妙な空気の流れを感じた。それは、シューレが去った後に消えた。

「さて、そろそろ休むわね」

　夕美は、そう言って会場から出て行った。スミレは、タケルに言った。

「ねえ、さっき変な音がしなかった。シューレが近寄った時よ」

「さあ、聞こえなかったなあ」

「気のせいかな。エアコンの乱流かしら」

　タケルは、天上を指差した。

「手招きしてみろよ。セバスチャンが来る。今のことを言ってみると良い」

「え。なに」

「いいから、天井に向かって、おいでってやってごらん。こういうところには、たいてい監視カメラがある」

　スミレは、言われるままに天井に手を振った。タケルは、何度もやるように指示した。その姿は、保安室のディスプレイに映っていた。それを見ていたセバスチャンは、隣にいる部下に言った。

「これは、何だ」

部下は、スミレにズームインした。

「これは、呼んでいるようですね」

「そんなことは、君に言われなくても判る。なぜ、彼女が監視カメラの位置を知っているのかを聞いているのだ」

　部下は、首を傾げた。応えない部下を残して、セバスチャンは保安室を出た。

「腕が、だるいわ」

　スミレが、疲れた腕を下ろした時、セバスチャンが現れた。彼は、小さな声で言った。

「どうやって、カメラの位置を知った」

「え、どうって」

　スミレは、タケルを見た。彼は、横を向いていた。

「たいてい、天井にあるものでしょう」

　そう言われたセバスチャンは、一つ深呼吸をして言った。

「それは、まあ良い。何か用か」

「あのう、さっきシューレの傍で変な音が聞こえました。空気がもれるような」

　セバスチャンは、さらに小さな声で答えた。

「そのことは、誰にも言うな。そして、忘れろ。気にするな。君には、関係ない。わかったな」

「なにも・・・」

　セバスチャンは、スミレの返事も待たずに立ち去った。スミレは、タケルに言った。

「なにあれ、どういう意味なの」

「さあね。知られたくないことなのだろう」

「船に欠陥があるとかなの」

　タケルの目は、宙を見ていた。スミレは、動かないタケルの言葉を待っていた。タケルは、立ち上がった。

「すまない、重要なメッセージが届いたようだ。部屋に戻ってくる」

　スミレは、彼の袖を掴んだ。

「待ってよ。ショーは、終わったわ。一人で飲んでいろというの。それとも、ペガサスに戻れとでも」

「それなら、一緒に来るか」

　袖を掴んだまま、スミレは立ち上がった。

「ふうん、二人で何をするの」

「君は、好きにしていれば良いよ。ペガサスには、明日の朝送るから」

　スミレは、胸元を押さえて言った。

「それ、どういう意味なの」

「ん、言葉を間違えたかな。ともかく、急いで部屋に戻りたい」

　スミレの手をそっとほどいたタケルは、出口に向かって歩き出した。

「待ってよー」

　ベッドルームが二つ、最新型のホログラムプロジェクターを備えているリビング。長旅をするのに申し分のない部屋。しかし、一人ではどうにも落ち着かない。タケルは、ベッドルームに入ったまま出てこない。スミレは、ホログラムを何度も替えてみた。南の海、キリマンジャロ、北極のオーロラ。リビングが、次々に変化していく。

「ああ、つまんない」

　スミレは、ホログラムを止めた。タケルは、何をしているのだろう。スミレは、ドア越しに言った。

「ねえ、お腹が減ったわ」

　タケルは、ドアを開けずに応えた。

「ルームサービスを頼めば良いよ」

　タケルの言葉が終わるとすぐに、ホログラムの料理が並んだ。スミレは、チーズケーキとアイスティーに触れた。その二つを残して、他の料理が消えた。その代わりにタキシード姿の男性が登場した。

「現在、パーティーのために係が出払っております。子供向けのロボットが、お部屋までお持ちいたします」

　そう言って、映像が消えた。数分後、ピノキオがケーキとアイスティーを運んで来た。スミレは、子供向けというから、てっきり仮面を被ったヒーローだと思っていた。

「まあ、可愛いロボットね」

　ピノキオは、テーブルにケーキとティーを置いて頭を下げた。そのとき、パーティー会場で聞いたのと同じ風の音がした。

「ごゆっくり、では、またね。」

　そう言って帰ろうとするピノキオを、スミレは引きとめた。

「ねえ、今の音は何。その、シュッっていう音」

　ピノキオは、にっこり笑った。

「話すときは、人間だって息を吐くでしょ。ぼくも同じだよ。だから、話す前に息を吸わなきゃ話せない」

　ピノキオの声は、合成音ではなく人工声帯だった。シューレもそうなのだろうか。二十一世紀屈指の歌手が、人工声帯だとしたら、とんでもないスキャンダルになる。それとも、彼女はロボットなのだろうか。人間と見間違うほど、高精密アンドロイド。あの危険な着船は、本物のシューレではなくアンドロイドだから強行したのだとしたら・・・。失敗した場合、セバスチャンは躊躇なくミサイルを発射出来る。スミレは、ピノキオに言った。

「ねえ、シューレもあなたのようなロボットなの」

　ピノキオは、答えなかった。

「あなたは、ピノキオよね。嘘をつけば、鼻が伸びるわよ。知っているのなら、答えなさい」　　

　それでも答えないピノキオは、スミレを見つめるだけだった。気まずい沈黙をタケルが破った。

「そんな質問では、答えられないだろう」

　タケルは、そう言ってピノキオの肩に触れた。ピノキオの目が、タケルの動きを追って動いた。タケルは、その目を見つめて言った。

「なあ、ピノキオ君。君のような人工声帯を持ったロボットは、他にもスワンレイにいるのかな」

　ピノキオは、肯いた。

「いるよ。孫悟空、ドラゴン、ライオン、ローレライ」

「そう、他にもいるんだね。みんな言葉を話せるわけだ」

　ピノキオは、頭を横に振った。

「いつもは、そうだけどね。ローレライは、いま話せないんだ」

「どうした。故障しているのか」

　また、ピノキオが頭を横に振った。

「ちがうよ。ソフィが持っていった。だから、ローレライは明日まで話せない」

「ソフィもロボットなのか」

「ちがう。人間だけど、スワンレイの人じゃない」

　タケルは、ドアを開けて言った。

「ありがとう。もう、戻って良いよ」

　ピノキオは、大げさに会釈して、部屋から出て行った。

「シューレは、アンドロイドだと思ったのだけど」

　スキャンダルを期待したスミレは肩を落とした。タケルは、チーズケーキを持ち上げて言った。

「考えすぎだな」

「でも、なんかすっきりしない」

　タケルは、ケーキをスミレに渡した。スミレがケーキをひとくち食べたところで、スミレのイヤリングが光った。スミレ宛てのメッセージだ。彼女は、ケーキを口に含んだまま、メッセージを聞いていた。タケルは、スミレがメッセージを聞き終わるまで、窓の外を眺めていた。ケーキを飲み込んだスミレは、タケルに言った。

「大文字保存会の代表が、私を訪ねてスワンレイに来たらしいの。何のことだかわからないわ。何か知ってる？」

　タケルは、五山送り火のホログラムを立ち上げた。スミレは、夜の山に灯る火を見て言った。

「ああ、これ見たことがあるわ」

「そう、これを仕切っているのが保存会だよ。毎年、八月十六日の午後八時から灯る。ただし、今年は二十一世紀最後の年、大晦日に点灯される。前回は、二千年の大晦日だった」

　スミレは、赤い大の字に触れた。ホログラムが揺らいだ。

「ふうん、それは分かったけど、どんな用があるのだろう」

「さあ、それは分からない。ここで会えば良い。僕は、こっちにいるから」

　タケルは、そう言って自分の部屋に戻った。ホログラムを消したスミレは、保存会代表を呼んだ。代表と聞いて、偉そうな年寄りだと思っていたが、意外にも三十歳前後の男性だった。

「はじめまして、保存会臨時企画部の大喜多です」

「スミレです。よろしく」

　大喜多は、ペガサスの機長スコットに依頼していた計画をスミレに話した。大晦日の夜に京都上空の大気圏外から再突入後、大文字の中央にビームを照射、それを合図に送り火が点灯する。とんでもない飛行計画だ。スミレは、断ろうと思った。

「そんな、むちゃでしょう。機長は、大晦日までに戻れそうにないし」

　大喜多は、ペガサスを所有しているバイオニクス社からのメッセージを開いた。

「これによると、スミレさんの腕が確かなものであり、機長代行を十分に果たせるとあります。それに、スワンレイの保安主任も認めている。百年に一度のこと、やり直すことが出来ません。よろしくお願いします」

　スミレは、返事をせずに考え込んだ。大喜多は、スミレの答えを待った。頭を掻いたり、頬杖をついたり、スミレはどうすれば断れるか悩んだ。再突入直後にビームを照射するのなど、学校の訓練にはなかった。こんなこと、どこかの空軍に頼めば良いのに。スコットは、どうしてこんな仕事を受けたのだろう。悩むスミレのイヤリングが光った。ペガサスが何か受信している。スミレは、ペガサスのコンピュータにアクセスした。発信者、サマンサ。内容、送り火プログラム。メッセージ展開、「ハイ、スミレ、面倒なことになったわね。私が作った飛行プランと訓練用プログラム。このとおりに飛べば、大晦日の任務をこなせるわ」

　サマンサは、スコットの奥さんであり、ペガサスの副長でもある。今回、彼女の出産のためにスミレが雇われた。出産とスコットの逮捕が重なり、大変な時期なのに、サマンサは自分のことを気にかけてくれた。

「やるしかないわね」

　スミレは、そう言って大喜多を見た。

「そうですか、やってもらえますか。ありがとう、ありがとうございます」

大喜多は、何度もスミレに礼を言って部屋を出て行った。

「ふう」

　一息ついたスミレは、ベッドルームのドア越しにタケルに言った。

「もう寝る」

「わかった。明日は、何時に起こせば良い」

「そうね、九時にペガサスに戻りたいわ」

「それなら、七時半起床だな。それで、良いか」

「いいわ」

「ああ、そうだ」

　タケルは、ドアを開けた。スミレは、眠そうな目でタケルに言った。

「なに、まだ何かあるの」

「ソフィのことが、判ったよ。ソフィは、シューレの実妹だった。おそらく、シューレが来られない事情があって、代わりにソフィがシューレのふりをしたのだろう。その用意をするために到着が遅れたと思う。しかし、姿を似せられても歌声までは無理だから、人工声帯を使って歌ったのかもしれない。ローレライのプログラムには、シューレのような声を出すのがあった」

　スミレは、頭を抱えた。あの感動的なステージは、人工のまがい物で、命がけで助けたのもシューレではなかった。

「それなら、何も危険を冒さなくても、ロボットのローレライを変装させれば良いのに」

　落胆するスミレに、タケルが言った。

「それは、だめだろう。ローレライは、良く出来たロボットだけど、本物の人間には程遠い。近くに寄れば、ロボットだとバレる。人間と見分けがつかないアンドロイドは、まだ出来ていなかったはずだ。ともかく、君はソフィの命を救った。シューレだろうとソフィだろうと命の重さに変わりない」

　それは、理解しているが、スミレはまだ納得出来なかった。

「それは、そうだけど、あの感動的なステージは、いったい何だったの」

　タケルは、ホログラムのメニューを開いた。音楽ソフト、シューレのアルバムから一曲を選んだ。床が紙に描いた海になった。天井には、ボール紙で作ったような三日月が浮いている。その月に野球帽を被った少年のようなシューレが座っていた。

「Say, its only a paper moon・・・」

　シューレの歌に合わせて、月が紙の海を渡って行く。タケルは、床に座った。海のホログラムが、彼の周りで揺らいだ。タケルは、アイスティーを手に持った。一口飲んだタケルは、三日月を目で追いながら言った。

「もし、飛行機に乗っているのがシューレじゃなくて、ソフィだと知っていたら、君は操縦を断ったかな。そんなことは、しないだろう。あれが、誰だろうと君は助けた。それに、シューレという存在がなかったら、あの素晴らしい演出も出来なかった」

　スミレは、頬を膨らませて三日月を見た。まだ、気持ちが治まらない。タケルは、立ち上がって言った。

「あのステージは、とても良かった。録画されているから、再生してみようか」

　スミレは、肩をすくめた。

「いらない。録画は、録画だわ」

「そうか。それなら、思い出してみろよ。人間の脳は、どんな再生装置より優れている。その時の感動した心も再生出来る」

　スミレは、今日一日を思い出してみた。みょうじょう乗員の帰還。シューレ機の着船。夕美との出会い。シューレのステージ。そして、タケル。

「そうね。それが何であれ、大事な私の一日だものね」

　タケルは、ホログラムを止めた。スミレは、イヤリングを外して、ゆっくり立ち上がった。

「通信終了。朝まで起こさないで。おやすみ」

　自分のベッドルームに入ったスミレは、ドレスを脱皮するように脱ぎ捨てた。
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　大晦日、ペガサスは低い軌道を周っていた。眼下のユーラシア大陸に明暗境界線が忍び寄る。太陽光を背に受けたペガサスからは、雲に覆われたチベット山脈が見える。地球の自転速度より速いペガサスは、太陽光を振り切るように闇の中へ突き進んだ。やがて東シナ海の海岸線に沿って、街の灯りが見えるようになる。スミレは、操縦桿から手を離していた。再突入から成層圏に入るまでは、全てサマンサが作ったプログラムがやってくれる。通常なら再突入位置は、数百キロの誤差があっても問題ないが、今回の飛行プランはそれを許さない。スミレは、再突入までのカウントダウン表示を見た。あと三分で、ペガサスが燃え上がる。再突入後の飛行プランは、まるで急降下爆撃機のような操縦を求めていた。サマンサの飛行プランに書いてあった言葉、急降下爆撃機、宇宙飛行士訓練校で習ってはいたが、百五十年前の戦争で使用された海上船舶攻撃用の戦闘機に興味を持たなかった。授業でも詳しく教えられた訳ではない。添付された画像は、スミレが想像も出来ないような飛び方をする飛行機だった。急角度の降下は、速度が上がりすぎるためにコントロールを失う可能性が高い。水平爆撃より命中率は高いが、損害も多かった。スミレから見れば、自殺行為に感じる。スミレは、自動操縦プログラムに飛行プランを入力してみたが、コンピュータが拒否した。それは、自動操縦の安全基準を大きく逸脱しているのだ。そのために、ペガサスの安全装置を解除し、手動で行わなければならない。サマンサのプログラムは、再突入までのコントロールをしてくれるが、その後は操縦法を学ぶためのもので、操縦してはくれない。スコットの飛行プランでは、再突入から二分後に垂直降下することになっていた。そこから、高度二千メートルで水平飛行に入る。そんなことは、スミレには不可能だ。そこで、サマンサがこの演出がなんとか実現する可能性を探して出た結論が、再突入後の降下角度を四十五度で降下。高度三千メートルで水平飛行に移行することになった。それでもかなり危険だ。
これを引き受けてから、太平洋上で十回の実機訓練をこなしたが、四十五度の降下角度は垂直に感じた。海上なら最悪の場合、緊急離脱すればスミレは助かる。本番は人口密集地の上空。失敗すれば、大惨事になる。再突入まで、あと六十秒。大喜多からのメッセージが、文字になってディスプレイに現れた。

「上空は、晴れ。キラめく星空。幸運を祈る」

　スミレは、カウントダウン表示を見つめた。喉が乾く。大気との摩擦で、機体が震動を始めた。窓の外が、燃えている。カウントダウンが、安全装置解除までの時刻に変わった。それが、ゼロになり、

「安全装置解除。さあ、行くわよ」

　自分に気合いを入れたスミレは、操縦桿をしっかり握った。急降下開始と同時に、飛行服が腹を締め付けた。これは、急降下で内臓が浮き上がらないようにするためだ。こうしなければ、気を失ってしまう。

　大喜多は、市庁舎の屋上に設置された連絡本部から、北の空を見ていた。カシオペア座の中央から、火の玉になったペガサスが現れた。火の玉は、直ぐに消えたが、ペガサスの存在を表す赤い飛行灯が点いた。その赤い点が、星空から急速度で降下。大喜多は、愛宕山と比叡山を視野に入れた。ペガサスが、それらの山頂に並んだとき、五色のビームが発射される。

　姿勢制御ジェットの青い光が見え、赤い光の降下が緩やかになった。ペガサスの機影が、薄っすらと見えた。失速ギリギリまで減速したペガサスは、赤、青、黄、緑、白のビームを大の中央に発射した。それを合図に、炎で書いた大の字が鮮やかに浮かび上がった。ペガサスは、ビームの尾を引きながら急上昇。ビームが消え、ペガサスは上空に姿を消した。

　大の中央から他の山にビームが照射された。青は、妙法。黄色は、舟形。緑が左大に。最後に赤いビームが、鳥居に向かって走った。百年に一度、大晦日の五山送り火。冷たく澄んだ空に浮かぶ文字、夕美は父に抱かれて見た時と同じ橋の上に居た。見物人が大勢いる橋では、皆が立ち止まって送り火を見上げている。その人込みを掻き分けて、夕美を目指す青年がいた。夕美は、人の動きを感じたが、それが自分に向かっているとは思わなかった。夕美は、青年を無視して「大」から「妙法」へ目を移した。青年が立ち止まった。

「姉さん」

　夕美は、暗がりで青年を見つめた。

「浩太。ほんとうに浩太なの。何か、凝った冗談なのかしら」

　行方不明になった浩太が、八十年前と変わらない姿で目の前にいる。夕美は、我が目を疑いながらも言った。

「おかえり、長い旅やったわね」

　夕美は、浩太の手を握った。脈を感じる。夕美は、従兄の孫が代表を務めている高機能ロボット研究所を思い出した。そこでは、人間に近いアンドロイドを作る研究をしていた。かなり近いものになっていたが、至近距離で見れば明らかに人ではなかった。従兄の孫は、完成したら必ず夕美に見せると言っていた。目の前にいる浩太は、それなのだろうか。浩太は、夕美の手を握り返した。

「うん、ただいま。良く生きていてくれた。話したいことが、たくさんある」

　暖かく力強い浩太の手が、夕美の指を包んだ。頬を伝う涙を拭った夕美は、幼い頃のように弟に言った。

「ほんまに、どこに行ってたんや。火星まで探しに行ったのやで」

「ごめん、ぼくにも何がなにやらわからん」

　夕美は、炎の文字を指差した。

「しっかり見とき、大晦日の送り火は、見逃したら百年見られへんで。この前は、まだ小さかったし、覚えてないやろう」

　夕美は、浩太がアンドロイドでも、幽霊でも何でも良いと思った。機械で強化した体は、まだまだ生きていけるかもしれない。電動の脚は、走ることも可能なのだが、思うように動かなくなっていた。脳が人工の脚に上手く信号を伝達できなくなっているのだ。内臓機能も低下している。百八年間、休むことなく働き続けた心臓も、かなり弱っている。送り火の炎が小さくなっていく。あと数時間で、二十一世紀が終わりを告げる。夕美は、弟の手を引いた。

「さあ、うちに帰ろ」

　浩太は、何も言わずに夕美に付いて歩き出した。上空では、ペガサスが無音で旋回していた。スミレは、送り火が消えるのを待って、エンジンに点火した。エンジンの青い炎は、ペガサスを上空へ押し上げた。

３

　二十二世紀最初の元旦は、穏やかに明けた。久しぶり、浩太にとっては三年ぶりに自宅で正月を迎えた。夕美は、八十年ぶりに弟とお雑煮を食べる。甘い白味噌に丸い餅。夕美は、そっと浩太に差し出した。

「熱いし、ふうふうして食べや」

　浩太は、餅を箸で伸ばした。すーと伸びた餅を箸で巻いて一口大にした浩太は、ゆっくりと口に入れた。

「美味いな。お母さんの味と同じや」

　そう言ったきり、浩太は無言で雑煮を味わった。夕美は、どうして浩太が突然八十年前の姿で現れたのか、何も尋ねないでいた。信じられないことだが、目の前にいるのは、間違いなく浩太なのだ。疑問よりも浩太の身の上が心配だ。気が付いたら父も母も、友達も皆亡くなっていたとしたら。しかも、社会が全く変わっていたら。浩太の心情は、計り知れない。

昨夜は、失った時代を取り戻すように、浩太は家族の記録を見ていた。夕美は、その背中を見ながら眠った。家族、夕美は家庭を持つことが出来なかった。火星への旅は、夕美から妊娠する能力を奪った。後悔もした。浩太を恨むこともした。遠い昔、そう、いつも面倒を起こす弟。でも、何も言わずに箸を動かしている浩太を見ていると、全てはこの瞬間のためにあったのだと思える。思い残すことは、もうない。浩太がふっと息を吐いた。浩太は、箸を置いて夕美を見た。

「昆布茶、入れようか」

　そう言って立ち上がった夕美に浩太が言った。

「後で、良いよ」

　夕美は、座りなおして浩太を見つめた。浩太には、夕美が何を聞きたいのか十分理解していた。浩太は、遠い昔を思い出すように語った。
「火星軌道までは、順調に行った。ところが」

八十年前、火星軌道上にいた宇宙船エクスペディションは、着陸の準備を始めていた。浩太は、同僚のチェハーと格納庫で探査車の点検作業をしていた。アフリカ系アメリカ人のチェハーは、浩太と同年で趣味も経歴も似ていた。浩太は防衛大学で強化服、チェハーが空軍でパワースーツの研究に携わっていた。強化服は、災害救助を目的としたもので、高圧高温に強く、腕や足の動きを動力で補助する。ロボットを着るようなものだ。しかし、防衛大学の研究室の予算では、試作品を作るのにも事欠く状態だった。

一方、米空軍のパワースーツは、高空から落下しても乗員の損傷を防ぐ。パラシュートを使用しないで、地表近くで衝撃緩衝ジェットを噴射して着地する。パラシュート降下に比べ、着地から攻撃までの時間が著しく短縮される。まだ、開発が始まったばかりで、重くて使い物にならない。手足が付いた冷蔵庫のような形だ。チェハーが、初めてこのスーツのテストをしたとき、浩太が研修に来ていた。その夜、浩太はチェハーに強化服の話をした。それが日米共同開発のきっかけとなった。強化服とパワースーツの大きな違いは、その操作性にあった。パワースーツは、二足歩行を自動で行う。そのため、重い制御装置を搭載していた。強化服は、乗員の動きによってバランスを取ることで、軽量化と微妙な動きを可能にしていた。ただし、良く訓練された乗員でなければ一歩も進めない。
チェハーと浩太は、共同開発計画のテスト乗員に選ばれた。そのスーツは、正式名称ハイブリッド・パワー・スーツ、コードネーム「ゼロ」の誕生だ。

そして、子供の頃からＳＦが好きだった二人は、ゼロを着て宇宙に出ることを夢見た。その夢は、意外な形で実現した。ゼロの開発は、軍事機密だったのだが、防衛省のデータファイルを盗んだハッカーが、新聞社にそれを売った。米軍と新兵器の開発をしていることを暴露された防衛省は、宇宙空間での事故災害に備えた研究と発表した。米空軍は、それに便乗した。兵器は、宇宙に不必要と批判されたが、大々的なデモンストレーションを行った。浩太とチェハーは、ゼロに乗り込んで砂漠の地下数メートルに埋められた。そこから、たった二分で地上に這い出た。次に地下に埋まった等身大のガラス製人形を傷一つ付けずに掘り出した。惑星規模の砂嵐が起こるような火星では、これが必要だと空軍は力説した。そして、空軍は火星着陸計画に資金の一部と新型のスーツを提供した。軍の真意はともかく、チェハーと浩太はエクスペディションの乗員候補となった。夢は、叶う。そう思っていた二人は、訓練中から良く競い良く助け合った。特にゼロの操縦は、二人に叶う者がなく、人類初の火星着陸計画に二人とも採用された。

野心家でハンサムなチェハーは、この旅を終えた後、俳優になるらしい。既に映画会社と密約があるという。浩太と二人きりのときは、良く芝居がかった会話をする。チェハーは、地球の管制室を宇宙艦隊司令部と言う。浩太のことは、副長と呼んだり科学主任と呼んだり、時によって変わる。

「副長、フォトンミサイルの照準器が異常だ」

　チェハーに言われた浩太は、探査車のナビゲーションシステムを調べた。地球からの電波が乱れていた。

「おかしいな、太陽フレアの異常もないのに狂っている。どこからか、予想外のノイズが出ている」

　チェハーは、エクスペディションの動力制御システムにアクセスを試みた。

「母船に異常はない。火星からか。ノイズの発信位置を調べてみろよ」

　浩太は、センサーを全方向に向けて調べたが、位置が特定出来ない。

「だめだ。特定出来ないな。どうするキャプテン・・・」

　チェハーは、黙って考えていた。その沈黙の意味は、浩太にも直ぐ分かった。エクスペディションの外殻に何かが当っている。コツコツと爪で突くような音だ。チェハーと浩太は、顔を見合わせた。そして、同時に言った。

「まずい」

「やばい」

「戦闘配置だ」

　音の正体は、判らなくても本能的に危険を感じた二人は、探査車の動力を切った。そして、チェハーが先に探査車から出た。浩太は、本物の船長に異常事態の連絡を入れてから出た。チェハーは、壁に耳を近づけて音の出所を探った。浩太もチェハーに並んだ。チェハーは、頭を横に振って言った。

「わからないな。浩太は海軍だろ、潜水艦の訓練も受けたと言っていたよな。空軍の俺より音に敏感だろ。判るか」

　浩太は、壁を見たまま答えた。

「あのなあ、海軍じゃなくて海上自衛隊だよ」

「どう違う。やっていることは、同じだろう」

　浩太は、ゆっくりと動いて音を探した。そして、止まった。

「この辺りだ」

　チェハーは、その位置を船長に報告した。

「船長、Ｂデッキ、セクション７の外殻に何か当たっています。

　船長への報告を終えたチェハーに浩太が言った。

「チェハー、米軍は撃たしてから撃つ。自衛隊は、撃たれてから撃つ」

　浩太にそう言われたチェハーは、両手を広げた。

「良くわからないなあ」

　浩太は、納得しないチェハーを階級で呼んだ。

「チェハー准尉、任務に集中しろ」

　チェハーは、肩をすくめた。

「何もこんなときに階級を持ち出すことはないだろう。昇進したのは、ついさっきじゃないか。火星軌道に到達したからって、昇進する日本海軍はおかしいぜ。俺なんか、空軍で一番高い高度に到達したっていうのに、軍から挨拶一つな。」

　浩太は、彼の肩に触れた。

「気にするなよ。ともかく・・・」

　外壁の音が消えた。続いて砂に釘が刺さるような鈍い音が聞こえた。

「船長、外壁に何か刺さっていませんか」

チェハーは、船長を呼び出したが応答がない。浩太は、無線機を切って船内通話機を使った。

「船長、こちら浩太です」

　少し間を置いて、船長が応答した。

「無線機が故障したようだ。船外カメラも調子が悪い。外殻に何か付いているようだが、はっきりと映らない。チェハー、外に出て見てくれ。浩太は、格納庫に破損がないか調べてくれ」

　浩太は、チェハーが外に出ている間、格納庫の内壁を調べていたが、全く異常が無かった。

「こちら、浩太。船長、内部異常なし」

「了解。浩太、チェハーのカメラから映像が来ている。そこで、見てくれ」

　チェハーが捉えた映像には、コインくらいの大きさで穴が開いた外殻が映っていた。それは、何かが刺さったのではなく、抜き取られたように見える。また、穴の周囲に小さな窪みが数十個。

「お、なんだ」

　チェハーの声だ。カメラが動いて、船の後方に向いた。無数の光の粒が、渦を巻いている。チェハーは、光の渦を拡大した。その中心に白い物体が有った。チェハーが更に拡大しようとしたとき、浩太の前を小さな金属片が通り過ぎた。浩太の体が、それと同調して船の進行方向に動いた。浩太は、チェハーに言った。

「チェハー、戻れ。重力異常だ。船長、離脱の用意をして下さい」

　船長は、総員に宇宙服着用を指示したが、格納庫には宇宙服が無い。浩太は、ゼロに乗って事態を伺った。チェハーは、渦に引き寄せられて船内に戻れずにいた。チェハーから送られてくる画像が、突然消えてしまった。有線通信ラインが切れたか、故障したようだ。

「浩太、チェハーのラインが切れた」

浩太は、ゼロの動力を入れて言った。

「船長、チェハーを助けに行きます」

「浩太、急げ。引き寄せる力が強くなって来ている。補助エンジン始動」

　格納庫から出た浩太は、ゼロのワイヤーと通信ラインを船に繋いで船尾に向かった。チェハーは、船体後部の噴射口にしがみ付いている。ワイヤーをいっぱいに伸ばしたが、チェハーには届かない。なんとかゼロの腕を伸ばして、チェハーを掴もうとしたが、ゆっくり確実にチェハーが船から離れていく。
「船長、ワイヤーと通信ラインを切断します。」

「浩太、ともかく急げ。君たちが船外に居る間は、メインエンジンの噴射が出来ない」

「了解」

ワイヤーを切った浩太は、船体を軽く蹴った。船体に隠れて見えなかったフォボスが、浩太の視野に入った。二十世紀中頃、火星の衛星フォボスは、中空構造ではないかという説があった。フォボス人工物説である。その後、観測数値の間違いが指摘され、人工物説は否定された。そのフォボスが、チェハーの背後に迫る渦と重なった。それは、この異常現象がフォボスとエクスペディションの間で起こっていくことを意味する。想像していたより、かなり近い。

「チェハー、手を伸ばせ」

　無線は通じないのだが、ゼロに向かってチェハーが手を伸ばした。チェハーを掴んだ浩太は、姿勢制御ジェットを使って方向を変えた。船に戻るには、姿勢制御ジェットではパワーが足りない。ゼロには、着地用のロケットが装備されているが、渦の引力を振り切るほどのパワーがあるかどうか分らない。

エクスペディションでは、増加する渦の引力と二人の質量を計算していた。船長は、無線機に向かって言った。

「浩太、十秒間ゼロのエンジンを全開にしなければ、あの渦から離脱出来ない」

　その声は、無線機の故障で浩太に届かなかった。浩太は、船を目指してジェットを全開にした。全開で、燃料が何秒持つのか分らないが、やるしかない。ゼロのロケットが吐き出すエネルギーの束が、渦に向かって放たれた。一秒、二秒、三秒、まだゼロは動かない。五秒、六秒、やっとチェハーを抱えたゼロが、鎖を引きずるように渦から離れ始めた。船のハッチは、開かれている。宇宙服を着たクルーが二人覗いている。七秒、あと少し、ジェットが消えそうだ。浩太は、チェハーの背中を掴み、大きく振りかぶった。八秒、チェハーは浩太が何をしようとしているのか気が付いた。

「やめろ、それじゃ、俺一人しか到達出来ない」

　浩太は、チェハーをソフトボールの投手のように全力で投げた。チェハーがハッチに辿り着いたのを確認した浩太は、船長に言った。

「船長、チェハー帰還。離脱して下さい」

　それが船長に聞こえたのかどうか判らないが、メインエンジンに点火した船は、浩太から離れて行った。浩太は、向きを変えて渦を見つめた。渦が少し薄くなっているように見える。渦の重力と火星の重力、どちらが強いのだろう。このまま減速していけば、火星に引き寄せられるかもしれない。

火星の大気圏で燃え尽きるか、ゼロに残った酸素が尽きて窒息するか。どちらにしても苦しそうだ。残る最後の道、帰還が絶望的なときに備えて、全乗員は毒薬を携帯していた。浩太は、毒のカプセルを手に持った。それを口元に運んだが、手を止めて考えた。

この現象が直に消えて、エクスペディションが戻ってくるかもしれない。浩太は、遠ざかる宇宙船を目で追った。今ごろ、チェハーが何か良い方法を考えているかもしれない。

「チェハー、なんとかしろ」

と叫んだ浩太は、宇宙船の方から近づいてくる銀色の物体を見つけた。浩太は、それの正体を見るためにゼロのスコープを起動した。物体の映像を拡大した浩太は、思わず声を出した。

「げっ、エンジンの遮熱板だ」

　映像に閃光が走った。スコープには、残骸と化したエクスペディションが映っていた。浩太は、怒りと悲しみが入り混じった目で光の渦を見つめた。母の顔が目に浮かんだ。

「母さんの言うことを聞いていれば、良かったなあ」

　母は、火星行きを希望した時、浩太に厳しく言った。

「火星から戻れる保証なんてないのよ。何も一番最初でなくても良いでしょ」

「でも、二度目があるかどうか。それに行けるのなら、死んでもかまわないよ」

　母の心配は、最もなのだ。先に姉の夕美が、国際宇宙ステーションに行った。その時、シャトルが故障して、予定より二週間も帰還が遅れた。止める母に父が言った言葉を思い出した。

「火星探査は、命懸けかもしれないが、命を捨てにいくわけではない。命を懸けるのと捨てるのは違う」

そうだ、毒を飲めば終わりだ。まだ、どうなるか分からない。あそこに酸素があるかもしれない。フォボスは、本当に人工物であそこに辿りつけば空気があるかもしれない。

「なんてことは、ないよなあ」

それでも、まだゼロに酸素がある。
「こうなったら、あれが何なのか最後まで見届けてやる」

浩太は、渦が来るのを待った。やがて、光に包まれ、光の粒がゼロの中まで浸入した。不思議に恐怖感がない。光るアオスジアゲハが、目の前で舞っている。夢だろうか。

「大丈夫よ、力を抜いて」

　どこか、遠い昔に聞いた声だ。浩太は、目を閉じて力を抜いた。

「それから、次に目を開けたら、ペルセウスⅡの医療室やった」

　浩太は、そう言って昆布茶の湯気を見つめた。夕美は、テーブルにそっと触れた。すると、浩太と夕美の間にリング状スペースコロニーの立体映像が浮かんだ。それを見た浩太は、画像を指差して言った。

「それと違うよ。それは、ペルセウス。僕が居たのは、その近くにあるⅡ、円筒密閉型。たぶん、未発表」

「その未発表のコロニーに居たのは、どうしてなの」

「話せる事と、言えないことがある」

　夕美が唇を噛んだ。

「ええから、言いなさい」

　夕美の顔は、幼い頃に浩太を叱る時の顔だった。浩太は、両膝に手を置いて言った。

「隠すつもりは、無かったけど。僕がペルセウスⅡで目覚めたのは、半年前なんや」

「半年間、何も連絡しなかったのね」

「あの、手続きが、ちょっと」

　夕美は、昆布茶を脇へやった。身を乗り出した夕美は、浩太の額を小突いた。

「へえ、手続きねえ。昔っから、そういうことスっ飛ばすのが好きやったのに」

　浩太は、片方の眉を吊り上げて苦笑いを浮かべた。何か言いにくいとき、浩太はそうする。夕美は、わざと横目で言った。

「何が言いたいの。百八年も生きて来たから、たいていのことでは驚かへんで」

　浩太は、テーブルに手を触れた。手元にキーボードが浮かんだ。浩太は、それで何か入力した。すると、空間に浩太の顔写真と文字が浮かんだ。夕美は、その文字を読んだ。

「連合宇宙軍ペルセウス突撃急襲部隊大尉。ふうん、二階級特進か。あれ、名前が記入してないわ。極秘なの」

「違う、まだない。というより、藤原浩太ではないほうが良いと。百六歳の大尉は、ちょっと無理があるし、この説明不能の現象を隠蔽するためにも別の名前にするように言われた。身分の保証と引き換えにね。そこで、お姉ちゃんの養子にしてほしい」

　夕美が即答出来ないと思った浩太は、立ち上がって庭を見つめた。夕美は、浩太の写真を見ながら言った。

「そうやね、どう見ても百六歳に見えないし、公表して大騒ぎになるのも気に入らないわ。それから、名前は何にしようかしら。いろいろね。いろいろ、自分に子供が生まれたらどうしようかって想像していた頃があったのよ。夕霧、さくら、みどり、あとは・・・」

「あれ、それみんな女の子の名前やんか」

「まあ、待ちなさい。お父さんの名前から、もらいましょう。みちゆき、通之。そう、藤原通之がええわ。偉そうな感じで良いでしょ。ね、養子にしてあげるから、そうしなさい」

　

　浩太は、直立の姿勢で夕美に言った。

「お姉ちゃん、通之です。よろしくお願いします」

　夕美も立ち上がって言った。

「よろしい。これからは、母上と呼びなさい。母さんだと本当のお母さんに申し訳ないから」

　浩太改め通之は、頭を下げた。

「はい、母上」

　座りなおした夕美は、通之の目を見て言った。

「ねえ、これからどうするの」

「うん、三日から任務なんや」

「宇宙を命からがら、さ迷って休暇がたったの二日しかないの」

「地上勤務やから、二十日に戻ってくる。それから、二週間の休暇をもらえることになっているから。そのとき、ゆっくり出来る」

　夕美は、名前が変わった浩太を見つめて笑った。

「あかん、やっぱりあんたは浩太や」

　そう言って夕美は、通信回線を開けた。相手は、連合宇宙軍ペルセウス司令官ジョージ・ハモンド将軍だった。夕美は、テーブルの上に浮かぶ将軍の顔を見て言った。

「やあ、ジョージ。久しぶりね」

　将軍は、夕美の言葉に敬礼で答えた。

「ねえ、ジョージ。浩太は、私の養子だけど、中山浩太にしてくれない」

「はあ、いったいどういうことでしょう」

「どうせ、彼が養子になる前の経歴をデッチあげているのでしょう。それなら、中山浩太という名にしてちょうだい。そして、中山浩太が養子になって、藤原浩太になったということにするのよ」

　浩太は、黙って二人のやりとりを見ていた。将軍は、しばらく考えていた。答えない将軍に夕美が、しびれを切らして言った。

「出来ないのなら、あなたのお父さんに頼みましょうか」

　将軍は、手を上げて夕美を制するように言った。

「それは、やめて下さい。わかりました。そうします」

「よろしい。では、宜しく。通信終了」

　将軍の映像が消えた後、浩太が夕美に言った。

「お姉ちゃん。ハモンド将軍と、どういう関係なんや」

「ジョージのお父さんを良く知っているのよ。今、オーストラリアの上院議員をやっているわ」

「へえ、そうなんや。それで、その上院議員とどういう関係」

　夕美は、肩をすくめた。

「あんたは、知らなくて良い。それより、初詣に行こう」

　元日の空は、青く高く澄み切っていた。浩太は、平安神宮の大きな鳥居を見上げて、大きく息を吸い込んだ。あの現象から目覚めたとき、全てが変わっていた。メディアに登場する歌手や俳優は、知らない顔ばかり。しかし、これは変わっていない。

「うーん、いつ見てもデカイ鳥居やな」

　浩太は、そう言って辺りを見渡した。平安神宮は、今も昔もあまり変化がなかった。しかし、美術館やコンサートホールの建物が新しくなっている。浩太が、ため息を一つ。夕美は、淋しそうな浩太の袖を掴んだ、そして、コンサートホールの中庭まで案内した。

「ほら」

そこには、先端が尖った列車の姿が有った。幼い頃に初めて乗った新幹線だ。

「あっ、５００系のぞみ。」

　一両目の前半分だけだが、それが走る雄姿を思い起こすことができた。夕美は、新幹線を眺める浩太の肩に触れた。

「最後の車両よ。このホールが再建されたときから、ここに置いてあるわ」

「へえ、そうなんや」

「そや、あそこで休憩しようか」

「なるほど、喫茶店になっているのやな」

　のぞみの車内は、当時使われていた食堂車のような造りになっていた。客は、入り口付近のテーブルに年配の男性三人組、一番奥に若いカップルが座っている。中央のテーブルに近寄った浩太は、椅子を引いて夕美を先に座らせた。夕美は、テーブルに向かって言った。

「バンパイア・エスプレッソ。」

　浩太の知らない飲み物だ。飲み物なのかどうかも不明だが、エスプレッソというくらいだ、コーヒーなのだろう。迷っている浩太に夕美が言った。

「飲んだらええわ。ずっと飲んでないのでしょう。それにお正月やから、遠慮することないわよ。」

「うん、ほなビールにしよう」

バンパイア・エスプレッソは、アイスコーヒーのような色だった。氷は、入っていない。夕美がコップに握ると、黒い液体から泡が出てきた。そして、真っ赤に変色した。浩太は、少し驚いた。夕美は、赤くなったコップを持ち上げて言った。

「近頃はやりの飲み物よ。血を飲んでいるように見えるでしょ」

「それで、バンパイアか」

　なんの根拠もないのだが、幸運だと赤さが増すらしい。その度合いは、誰にも分らない。しかし、それはどうでも良いのだ。好きなように考えれば良い。浩太は、ビールを飲み干した。うまい、これは変わらない。浩太は、ふっと息を吐いて外を眺めた。元旦の平安神宮にしては、人が少ない。浩太は、夕美に言った。

「初詣の人出って、こんなものか。少ないな」

「そうかな。そういえば、ちょっと少ないかな」

　浩太は、ペルセウスで聞いたことを思い出した。二十一世紀初頭、日本の人口は一億二千万だったのが、この時代では約半分の六千七百万人になっていた。想像していたより人が少ない。

　昨夜は、送り火の人出で感じなかったが、人口が半分になるとこうも静かなになるとは思わなかった。日本の人口は、浩太が火星に向かった時代、既に減少傾向にあった。それなりの対応策も出されたが、戦争でもなく、疫病でもない、自然な減少に決め手を欠いていた。

　夕美が、ゆっくり立ち上がった。

「さて、帰ろうか。疲れたわ」

　自宅に帰るなり、夕美はソファに座り込んだ。

「お茶入れようか」

浩太は、そう言って台所に行きかけたのだが、夕美が止めた。

「ええわ。ちょっと、横になるわ」

「そうか。毛布、もって来ようか」

夕美は、首を振った。

「このままで良いのよ。私のことは、気にしないで好きにしてちょうだい」

そう言われた浩太は、コンピュータを立ち上げ、宇宙開発局のサイトにアクセスした。一般向けのデータから、より深いデータに進入しようとしたが、サイトが網膜判定を要求してきた。

「やっぱり、あかんか。母上、頼むわ」

　浩太は、そう言ってコンピュータに付いた小さなカメラを抜き出した。それを夕美の顔に近づけた。それを夕美が覗くと、最重要サイトが開いた。そこから、宇宙観測ステーションみょうじょうのコンピュータに侵入しようとしたのだが、全く反応がなかった。

「うーん、おかしい。故障かな」

　浩太は、何度もアクセスを試みた。しかし、何の反応も無かった。

「これは、コンピュータ自体が停止しているな」

　困惑している浩太に夕美が言った。

「みょうじょうのバックアップサイトを開いてみれば。音紋判定だから、私の声で開くわ」

　浩太は、マイクの感度をいっぱいに上げた。

「どうぞ母上。」

　夕美は、少し大きな声で「私は夕美よ。」と言った。すると、バックアップサイトが開き、何が知りたいかと質問を返してきた。浩太は、サイトに何故みょうじょうが停止しているのか質問した。サイトのコンピュータは、答える代わりに動画をアップした。それは、宇宙の一点に向かって光の矢が飛んでいく画像だった。

「何だ、これ」

　浩太は、その画像を記録した後、夕美に言った。

「こいつは、トルネードだ。アメリカが独自に所有している対隕石用核ミサイル搭載の無人攻撃機だ。」

　更に浩太は、画像の中央を拡大した。そこには、銀色の細長い宇宙船のようなものが映っていた。次々に爆発する核爆発の閃光。しかし、その宇宙船は全く傷ついていないように見える。

「なるほど、みょうじょうはこれを捉えたんだ。それで、アメリカ政府の圧力で、閉鎖したのだろう」

　浩太は、画像を拡大し速度を落としてみた。爆発の閃光は、窓ガラスに当たる雨粒のように平面的に広がっていた。通常、全方向に広がるはずなのだが。浩太は、通信回線をペルセウスに繋いだ。

「ハモンド将軍を」

　ディスプレイの端に、ハモンドが現れた。

「どうした。藤原」

　浩太は、トルネードの画像を送信した。少し間を置いて、浩太は将軍に言った。

「信じられないことですが、核爆発が平面状に拡散されています」

　将軍は、画像に目を凝らしていた。

「調査の必要がありそうだな。米軍からは、何の報告もない。まあ、トルネードが無力でしたなどと言えるわけも無いがな。少し待て。後ほど連絡する」

　将軍の映像が消えた。

　数分後、将軍が通信を求めてきた。

「はい、藤原大尉です」

「大尉、あれと同じ映像をアルゼンチン空軍が持っていた。民間人のパイロットから押収したものだ。画像を解析しようとして、軍のコンピュータにアクセスしたらしい。二日前に連合宇宙軍地上本部に送られていた。しかし、そのファイルは、さっき見せてくれた画像ほど鮮明ではなかったのだ」

地上本部は、その信憑性を疑っていた。こういった画像は、二十世紀後期のロズウェル事件以来、山ほど製作され、もっともらしい説明と共に世間に溢れているのだ。二十一世紀中頃、宇宙開発は複数の国家が協力するために、国家から独立した宇宙開発機構が発足した。連合宇宙軍の創設は、人類初のスペースコロニーの建設中、正体不明のテロリストが宇宙港を占拠し、それを多国籍軍が奪還したのがきっけだった。連合宇宙軍は、その上位組織が国家から独立しているために、真の意味での連合軍となった。初代司令官ニーストロム准将は、記者からの「もし、地球外からの攻撃を受けた場合、それに対抗する用意があるのか。」と質問に笑顔で「もちろん、我々が最初に交戦することになるだろう。」と答えた。質問をした記者も司令官も、冗談で言ったのだが、それは怪しい研究家たちの餌となり、未知の宇宙船を撮影したとか、宇宙人を発見したといった話題を「報告」として、連合宇宙軍に殺到するようになった。アルゼンチン空軍が送ったファイルは、本来なら即刻廃棄処分となるところだったが、アルゼンチン軍の顔を立てるために保管されていた。ハモンド将軍は、二つの画像を見比べ、調査が必要であることを認めた。

「藤原大尉、君に行ってもらいたい。だが、米軍が妨害する可能性がある」

「はい、そうですね。米軍の失態ですから」

「あまり、目だったことはできない。それで、民間のルナ級をチャーターした。今、カンクウにいるペガサスだ。そこからなら、直ぐに行けるだろう。出発は、四十八時間後。君の宝物をペガサスに届けさせる」

「了解」

　通信を切ろうとした浩太に、将軍が手を上げた。将軍は、中指と薬指の間を広げていた。浩太は、首をかしげた。

「なんですか。将軍」

「ファーストコンタクトの場合・・・気にするな。通信終了」

　ディスプレイから離れた浩太は、夕美に近寄って言った。

「母上、お願いがある。あの画像では、あれの座標がわからない。たぶん、みょうじょうの乗員なら知っていると思う」

　夕美は、浩太の言葉を遮った。

「わかったわ。私に探れと言うのね」

　四十八時間後、スミレが操縦するペガサスは、浩太を乗せて周回軌道に達していた。そこへ、夕美から連絡が入った。

「例の物体は、第二宇宙方位０-３-０、同仰角０、０８８、同距離約１ＡＵ。相対距離、推定０、１５ＡＵ。地球と同じ公転軌道上。大きさは、はっきりしない。三十メートルくらい。」

　夕美が伝える座標を入力したスミレは、月の重力を利用したフライバイ航行プランを弾き出した。３Ｇで加速したペガサスが、月をかすめて地球の公転軌道より外側に一旦出る。四十二時間後に減速、太陽の重力に任せて目標位置に到達する。全行程六十三時間。浩太は、ディスプレイに表示された物体までの軌道を見ていた。

「だめだ。月に接近するわけにはいかない。これは、公開の調査じゃない」

「でも、それなら６Ｇで二分間の加速が必要です。気を失っても知りませんよ」

「大丈夫、９Ｇまでなら耐えられる。加速を８Ｇにすれば四十時間で目標に到達する」

　今度は、スミレが反対した。

「あのう、私は戦闘機乗りじゃありません。そんな加速を経験したことがないので、気を失うかもしれません」

「それなら丸二日掛かるな。仕方がない。６Ｇで良い」

　新しい軌道が表示されたディスプレイから視線を窓の外に向けた浩太は、宇宙の一点を指差した。

「ペガサス、発進」

　

　方向転換を始めたペガサスの窓から、青い地球が視野から消えていくのが見える。窓の周囲を包んでいた淡い地球光が消え、漆黒の闇に煌めく星座が視野の全てを覆う。火星軌道上に一人残されたあの光景が、浩太の脳裏に浮かんだ。思わず浩太は、座席の肘掛を掴んだ。それを打ち消すように首を振ろうとしたが、６Ｇの加速度に押さえつけられた首の筋肉は動かない。加速中は何をしても無駄だ。逃れられない恐怖感を消すために、浩太はプレアデス散開星団に意識を集中した。半年前、スペースコロニーで目覚めたときは、淡い光に包まれてからの記憶がなかった。だが、実際には光に包まれた後から収容されるまでに約二時間が経過していた。それは、パワースーツ「ゼロ」の記録で裏付けられた。ゼロのスコープに連動しているカメラに映っていたのは、星空の中でゼロの腕がもがいている姿だった。浩太は、ゼロに乗ったまま見えない「力」に捉えられていたのだ。それは、想像を絶する恐怖だったに違いない。広大な宇宙空間に居ながら、身動きが取れない矛盾した状況は、浩太の心理に深い傷を与えた。それに加えて、微量の毒物が脳に影響を与えて、浩太の脳はその記憶を閉じ込めた。そう考えた宇宙軍の医師は、心の奥底に眠った意識を呼び覚ませてくれた。失った記憶は、思いもよらないものだった。それは、夢を見るようなものではなく、体感だけの記憶しかない。体の細胞一つ一つが、バラバラになるような感覚だった。痛みはないが、それを感じるのだ。そして、ほんの一瞬、体が霧散するような感覚を覚えた後、宇宙空間に一人取り残されていた。
その後の記憶は、体感ではなく鮮明に蘇った。星しか見えない。火星の姿もあの光の泡もない。ここは、どこだ。位置を確かめるためにゼロのレーダーを起動したが、反射波が全くない。レーダーの有効距離には、何も存在していない。可視領域ならどうだろう。頭を左右に振ろうとしたのだが、浩太の首は動いてもゼロの頭が全く反応しない。動力は十分に残っている。何故、動かない。他の部位はどうだろう。ゼロの脚が反応しない。腕だけが何とか動いたが、何かに掴まれているように重い。腕を横や前に出してみたが、まるでガラス容器の内側にいるように一定の範囲しか動かない。ダメか。そう思ったとき、静電気が起きるような音がして、急に腕も脚も動くようになった。首を動かして、周囲を見渡した。何かが光った。浩太は、スコープの倍率を最大に上げた。太陽光に反した円形の物体が見える。それが何か分らないが、人工物であることは確かだ。人工衛星なのか？そう思ったとき、レーダー波が戻ってきた。遠すぎて大まかな数値しか出ないが、あれは直径二千メートルくらいのリングらしい。あんなものが建設されたことは知らない。ここは、浩太が慣れ親しんだ太陽系ではないのだろうか。ともかく、あそこには知的生命体が居る可能性が高い。

「メイデイ、メイデイ、こちら火星探査宇宙船エクスペディション乗員の藤原浩太。母船は、破壊された。救援を求む」

　その通信を何度か繰り返した浩太は、ゼロに装備されている岩石掘削用のレーザーをリングに向けた。通信用電波が届かなくても最大出力のレーザーで単純な信号を送れば、感知出来るはずだ。例え意味が理解出来なくても、人工の信号であることが分るだろう。浩太は、レーザー発振機に信号を繰り返し出すようにセットした。
「・・・、―――、・・・」

電波とレーザー信号は、六秒後にリングに到達する。直ぐに返事をくれても返答を考える時間を入れれば、数分か数十分掛かるだろう。それから救援宇宙船が来るまで、どのくらいの時間が必要なのか分らない。太陽に対して同じ軌道上にあのリングがいるとして、浩太が知りうる限りの宇宙船の最大速度で、ざっと計算した。約二百時間掛かる。絶望的な数字だ。だが、ともかく出来るだけのことをしよう。少しでも長く生きていよう。そのためには、酸素を節約する必要がある。酸素を節約するには、眠るのが一番良い。
浩太は、生還する可能性がなくなった場合に備えてある毒薬を半分だけ飲み込んだ。これには、睡眠薬も入っている。全部飲めば、死んでしまうが、半分なら助かるかもしれない。眠っている間に助かれば良いが、酸欠直前に目覚めたら最悪だ。そんなことを考えているうちに気を失った。
記憶を取り戻したのは良いが、それがトラウマとなり、宇宙に出られなくなってしまった。心の傷を癒すのに四ヶ月ほど掛かったのだ。そして、八十年後の世界に成れるのと連合宇宙軍の士官としての訓練が一ヶ月。
二分間の加速を終えたペガサスは、慣性航行に入った。スミレと浩太の体が少し浮いた。スミレは、連合宇宙軍から大尉が来ると聞いて、いかつい軍人だと思っていたが、自分より若そうな浩太を見て少し戸惑っていた。これから、目標までの二日間、この若者に命令されながら過ごすことになる。スミレは、座席の安全装置を切って言った。

「あのう、大尉さん。歳は、いくつですか」

　浩太は、どう答えようか迷った。そこで、ディスプレイに捏造した自分のデータを表示した。スミレは、それを見て言った。

「あら、私より二歳下なのね」

「あ、そう。急に口調が変わるのやな」

　スミレは、体を座席から浮かせて、浩太を見下ろす体制になった。

「まあ、良いじゃない。その方が気楽だし。あなたには、兄弟がいるの」

　浩太は、見上げて答えた。

「姉が・・・。いや、いたら良いなと思ったことがあるけどね」

　スミレは、浩太の頭に触れた。

「そう、兄弟はいないのね。それは、まあどうでも良いけど。出発前に放り込んだ荷物。貨物室でひっくり返ってないか見に行ってちょうだい」

　そう言われた浩太は、片方の眉を吊り上げて、

「何、それ。俺に命令するわけ」

と、言ってスミレを見上げた。浩太の動きが止まった。そう言えば、出発の準備に忙しくて、スミレとろくに口を聞いていなかった。じっと見るスミレの顔は、前に会ったことがあるような気がした。

「うーん、前にどこかで会ったことがあるかな」

　スミレは、浩太に立つように支持し、

「そんなことないでしょう。それより、貨物室を見てきて。私は、船体に異常がないか調べるから」

「指揮権は、僕にあるのだけど」

「どうせ、他にやることがないのでしょ」

　浩太は、しぶしぶ座席から離れて言った。

「偉そうに。たった二歳、誤差の範囲やんか」

　貨物室に入った浩太は、地上本部から送られてきた機材のいくつかを客室に持ち込んだ。それらは、一見コンピュータや探知機の部品のように見える。その様子をスミレは、操縦席から覗いていた。分解した後、浩太が手際よく組み立てていく。

「それ、なに」

　スミレの言葉に振り返った浩太は、ライフルのような物をスミレに差し出した。

「最新型の無反動銃。まだ、実弾は入ってないけど、一撃でペガサスに穴が開く」

ライフルが浮遊しないように座席に固定した浩太は、別のケースから拳銃を取り出した。

「それから、これは護身用の拳銃。君のだ。使い方、わかるか」

　スミレは、拳銃を手にして言った。

「こんなもの、どうして必要なのよ」

　浩太は、拳銃をスミレから取り返して、模擬弾丸の弾倉を入れた。
「話せば解る相手だと良いけど。」

　浩太は、そう言って演習用ホログラム装置の電源を入れた。

「スミレさんには、到着まで訓練をしてもらう。今入れた弾丸は、危険はない。外れたら霧散する」

「何で、こんなの引き金を引くだけでしょ。そういう事態になってからで良いでしょ」

　自分用の拳銃にも模擬弾丸を入れた浩太は、宙に浮いた小さな標的を狙って撃った。標的は、一瞬で破壊された。そして、新たに標的が浮かんだ。スミレは、それに狙いを定めて撃ったが、かすりもしなかった。

「しばらくやっていて。僕は、貨物室でゼロの組み立てに掛かるから」

　一人客室に残ったスミレは、何発か撃ってみたが全て外れた。無重量状態での射撃は、地上と全く違っている。標的が動かなくても、自分の体が動いてしまう。宇宙軍専用の銃は、軌道上の施設内や宇宙船の内部で使用しやすいように反動を抑えてあるが、それでも完全に反動を打ち消すことは出来ない。浩太が先に見せた無反動銃は、弾丸自体が発するガスによって飛んでいく。弾丸から吐き出されたガスは、銃の後方に排気され反動を軽減している。それでも反動を完全に打ち消すことは出来ない。浩太がスミレに課した訓練は、宇宙軍兵士の基本訓練で、無重量状態における身のこなし方を覚えるために行う。宇宙軍に編入される新兵の殆どは、自国の軍隊で経験を積んでいるために、この訓練に直ぐに対応する。しかし、経験がないスミレは、百発撃っても標的にかすりもしなかった。
「ああ、疲れた。大尉、ちょっと眠るわね。あなたも休んだら」

　返事がない。

「どうしたの。船内通信の故障かな」

「すまない、今ゼロに乗っている。起動中だったので、返事ができなかった」

「そうなの。なんだか知らないけど、私は眠るわ。おやすみ」

「了解」

　貨物室のゼロは、眠りから覚めた大鷲のように両腕を広げた。制御システムから送られた信号が、ゼロの各部を起こしていく。
「おはよう、ゼロ」

　パワード・スーツ・ゼロは、浩太の筋肉が伸縮するのに同調して動く。まず、浩太は何度か閉じたり開いたりしながら、次に手首を上下に動かした。次に肘と肩、足首、膝と順に稼動部に異常がないか確かめていく。
「よし、問題ないな。次は、新装のレールガン」

　今回の任務は、未知なるものが相手となるために戦闘機用のレールガンをゼロが背負っている。それに加えて、一万発の弾倉が装着されていた。レールガンの銃口は、下に向いていて、使用する場合にゼロの腰から前方に向けられるようになっている。ライフルを腰に抱えて撃つような体勢になる。レールガンの初速は、最大秒速２０ｋｍ。理論上、大気圏内から人工衛星を撃墜可能だが、最大速度で百発も撃てば、ゼロのエネルギーが尽きてしまう。この時代の戦闘機は、最高速度秒速２ｋｍ超で飛行する。従来の機銃では、この速度に達しない。地対空ミサイルを使用するにも、秒速２ｋｍを超える飛行体を追跡するには、それ相当の大型になってしまい、それ故に返り討ちに合う確率が高い。だが、無人機に対しては、その威力を発揮した。二十一世紀の中盤、無人の攻撃機が主流になりかけたが、遠隔操作では極音速ミサイルを回避あるいは撃破が困難になり、時代は再び優れたパイロットを必要とした。レールガンが実用化される前は、優れたパイロットによる高速度の戦闘機どうしの格闘戦が、互いに追い続けるだけで終わってしまうことが増えた。そのため、急速にレールガンの開発が進んだ。人の仕事を楽にするはずの技術の進歩が、人間の能力を必要とする皮肉な結果が生じたのだ。
　浩太は、レールガンと弾倉を切り離し、絶縁体が付いていない模擬弾を三発装填した。レールガン弾頭は、電気が流れない絶縁体になっている。その後尾に導体があり、銃身内の二本のレールに電気を還流させ、電磁界を作ることによって弾丸が加速される。弾丸自体にも電気が流れ、導体部がプラズマ化する。そのプラズマが更に絶縁体の弾頭を加速する。ガンを最低出力にセットした浩太は、貨物室の一番遠い壁を狙って発した。連射された三つの輝くプラズマが、壁に吸い込まれるように消えた。
「レールガン異常なし」

　こんな物を使うことがければ良いが、そう思いながらガンを元に戻した。だが、スミレと浩太が知らない間にその危機が迫っていた。ペガサスが地球軌道から離れる少し前、ロシアのプルセック宇宙基地から飛び立った太陽観測用宇宙船エカテリーナが進路を変えて、ペガサスが目指す座標に向かっていた。ペガサスの進路は、太陽から一度離れてから目標に自由落下する。エカテリーナは、その逆方向の進路を取っている。太陽方向から向かってくる物体に対しては、探知が困難なためにペガサスのセンサーは何も捕らえていなかった。
　そんなことなど知らない浩太は、ゼロの稼動テストを終えて操縦室に戻った。手には、ゼロの遠隔操作装置、つまりリモコンを持っていた。ゼロの二足歩行は、操縦者の力量に頼っている。そのため、地上では遠隔操作や自動では歩くことが出来ない。チェハーや浩太でも起動させるだけで、ゼロを遠隔操作で歩かせることは出来ない。ただし、このリモコンを作ったリリィだけは別だ。ゼロがほぼ完成した頃、ＭＩＴの人工知能研究所からやって来たのがリリィだった。
　火星探査宇宙船エクスペディションが出発する半年前のこと。ボストンの企業アース・ウイング社から依頼されて、チェハーはＮＢＡのボストン・セルティックス、浩太がＭＬＢボストン・レッドソックスを表敬訪問したときだった。アース・ウイング社は、主にパラグライダーや軽飛行機を製作していた。その技術を応用した火星探査飛行機の提供と資金をエクスペディション計画に提供することになった。巨大企業からの資金援助と比べればスズメの涙ほどの資金援助だが、スポンサーからの依頼を無視することも出来ない。火星遠征計画本部は、二人に休暇を兼ねた出張を命じた。この有給休暇に目立ちがり屋のチェハーは、飛び上がって喜んだ。

ボストン・ローガン空港に着陸したＣＸＶ-２輸送機から別々のトレーラーに乗り込む前にチェハーが言った。

「ゼロでダンクを決めてやるぜ」

「ああ、がんばれよ」

まとまった休暇も嬉しいのだが、浩太にはもう一つの楽しみがあった。レッドソックスの哲也に会える。正午、試合前のフェンウェイパークでは、ゼロを見ようと集まった子供たちに混じって哲也がユニフォーム姿で待っていた。ゼロの内部から哲也を見つけた浩太は、ゆっくり彼に近づいた。
「よっ、浩太。よう来たな」

　浩太は、返事をする代わりに哲也に向かって敬礼した。哲也は、浩太に野球を教えてくれたときのように山なりのボールを投げてよこした。それをゼロの左手で受けたとたん子供たちから歓声上がった。そして、子供たちがゼロと哲也の間に道を空けた。ボールを右手に持ち替えた浩太は、哲也に投げ返した。また、歓声が上がった。何度かキャッチボールをした後、十歳くらいの男の子がバットを持って哲也に駆け寄った。それを持った哲也は、バックスクリーンをバットで指した。
「浩太、勝負や」

　勝負は、十球投げてホームラン二本、他は暴投。それでも子供たちは、みんな喜んでいた。その盛り上がりそのままに午後二時から行われたヤンキースとの試合は、レッドソックスが大勝した。試合後に哲也がゼロを格納しているアース・ウイング社にやって来た。

「哲也君、久しぶりやな」

「おお、おまえのおかげで勝った。約束どおり、ゼロに乗せてくれるな」
「うん、用意してある」

　アース・ウイング社の研究室には、大きな風洞実験室があり、そこにゼロを置いていた。ゼロは、人間で言えば鎖骨から上が取り外してあった。胴体は、天井の柱から伸びたクレーンの腕が支えていた。

「頭は、外してあるのか」

「そう、出入りは上からする。小さな覗き窓から外を見るけど、それだけでは初心者には難しい」

「外を見るためのスコープとか、カメラとか無いのか」

「あるよ。でも、その操作というか、首を振れば光学スコープも電磁スコープも動く。それぞれの画像が一つの画面に出るから、慣れていないと混乱する」
「なるほど、わかった」
　ゼロの肩は、高さがサッカーゴールのクロスバーくらい。軽く飛び上がった哲也は、ゼロの肩に手を掛けた。飛んだ勢いを利用して、ゼロの肩に乗った。

「さすが、メジャーリーガーや。普通は、後ろにあるステップを使って乗る」

「それは、知らなかった。そうか、後ろから乗るのか」

「そう。哲也君、ちょっと脚を開いてゼロに入ってみて」
　ゼロに入った哲也の体は、ウレタンフォームのようなものに包まれた。

「おお、何かに包まれていく」

「ちょっと我慢して、今計測している」

　数秒後、ウレタンが体から放れ、次にネットが包み込んだ。

「オーケー、哲也君、腕を上げてみて」

　ゆっくりと腕を上げた哲也の筋肉に反応したゼロの腕が肩の高さまで上がった。かなり重い。

「思ったより重いな」

「そう、まだ起動用動力を入れてない。哲也君の力をカムとギアが増幅しているだけ。これから、火を入れる」

　ゼロによじ登った浩太は、哲也の胸あたりにあるスイッチを入れた。そして、飛び降りた。

「もう一度、腕を上げて」

　今度は、軽く腕が上がった。

「おお、すごいな」

「次は、膝を上げてみて。だいじょうぶ、吊ってあるからコケない」

　哲也が膝を上げた瞬間、バランス崩した。天井から伸びているワイヤーがなければ転倒しているところだ。その後、何度も歩行を試みたが三歩も進めずにワイヤーの世話になってしまった。ゼロから降りた哲也は、腕組みをして目でワイヤーに吊られた機械の巨人を見つめた。
「これは、想像以上に難しいな」

「うん、軽量化のために余計な装置がない。自動バランス補正装置を付けたら、誰でも歩けるようになるけど、重くてデカくなってしまうから起動性に欠ける」

「なるほど。しかし、こんな難しいものでボールを投げていたのか」
「まあ、そうだけど、メジャーのピッチャーが投げる速球を打つほどやないで、哲也君ならもっと練習を積めば、操縦出来るようになると思う」

　哲也は、浩太の肩を軽く叩いて笑った。

「浩太、夢が叶うな」

　哲也が言いたいのは、ゼロが完成したことではない。浩太も理解している。

「うん、哲也君の夢も叶った。今度は、僕と翔子ちゃんの番や」
　二人は、メジャーの選手がホームランを打ったときのようなハイタッチと握手をして、今後の健闘を誓った。

「コンコン、入りますよ」

　浩太と哲也が再会と将来を祝っているところへ、長いブロンドをなびかせた小柄な女性が入って来た。少しふっくらした輪郭は、高校生のように見える。手には、金属のブリーフケースを持っている。胸のＩＤカードは、来客用だ。彼女は、二人に目もくれないでゼロに近づいた。

「これがゼロね。五百万ドルの歩行器」

　あまりにも堂々している態度に浩太も哲也も黙って見ていた。彼女がゼロの背後に回ってステップに足を掛けたときに初めて浩太が注意した。

「あっ、勝手に乗らないで下さい」

　浩太の言葉に振り向いた彼女は、にっこり笑った。

「ねえ、君。フジワラ少尉を呼んで来てくれない」

　自分の胸を指差した浩太は、ＩＤカードが彼女に読めるように前に突き出した。
「あら、ごめんなさい。あなたが少尉だったの。もっと厳つい軍人かと思っていたわ。マサチューセッツ工科大学人工知能研究所のリリィ・ウォーカーです」　
　そういって浩太に手を差し出した。軽く握手をした浩太は、
「どうも、それから、彼は・・・」

　哲也のことを彼女に紹介しようとしたが、

「ええ、彼がレッドソックスのショートストップ、テツヤ・タシロ。もちろん、知っているわよ。後でサインちょうだい。教授から頼まれたの。私のお目当ては、そうじゃなくてゼロよ。これを自動操縦、あるいは遠隔操作できるかどうか研究をしたい。だけど、どこに許可を求めたら良いのか不明でね。国防省、空軍、航空宇宙局、日本大使館、ワシントンポスト、どこに尋ねても担当外って言われたわ。ある程度のスペックは公開されているから、だいたいのことは知っているけど、本当の核心部分である筋組織収縮シークエンスが分らなくて、実際に見たいと思ったわけ。それで、教授から手を回してもらって、火星遠征計画（Mars expedition program）の責任者に伝えてもらったら、チェハー准尉かフジワラ少尉に直接、頼んでみろって言われたの。そしたら、うまい具合にボストンにゼロが来た。だから、こうして会いに来たの」

　早口で自分の目的を話したリリィに呆れ顔の浩太は、

「言いたいことは、わかった。それで」

　浩太の返事を遮ったリリィは、付け加えて言った。

「ああ、勘違いしないでフジワラ少尉に会いたいわけじゃなくて、このマシンに会いたかったの」

「勘違いしてないけど」

　リリィは、肩をすくめた。

「そう、なら良いわ」

　哲也は、二人の会話より時計を気にしていた。

「浩太、もう行くよ。トロントに出発する」

「ああ、もうこんな時間か。ありがとう」

「こちらこそ。ゼロに乗ったってチームメイトに自慢出来る」

　もう一度浩太と握手した哲也は、実験室を出て行った。それが哲也との今生の別れだった。
　　ペガサスの窓に映る自分の顔を見た浩太は、思い出し笑いを堪えた。哲也が出て行った後、リリィの質問攻めにあったのは言うまでもなく、ゼロに夢中になっていたリリィが哲也のサインをもらうのをすっかり忘れて、教授から叱られたことを思い出したのだ。笑いを堪えているうちに涙が瞳に広がった。宇宙空間を惰性で飛行する機内では、涙が流れることはない。眼球や皮膚に密着して広がるだけだ。吸水紙で涙をふき取った浩太は、ゼロのリモコンをポケットに入れた。そして、操縦席にある起床装置をセットして目を閉じた。一人ぼっちの宇宙空間から救われてから、眠る前に何度も祈った。今度起きたら全てが夢だったと。だが、起きる度に避けようがない現実が目の前に横たわっていた。哲也もリリィも既にこの世にいない。会いたくても会えない。本当に自分は、救われたのだろうか。このまま、思い出にすがって生きていくには、残りの人生が長すぎる。だが、忘れることもできない。
　眠りに落ちた浩太の脳は、記憶を無作為に夢として投影する。エクスペディションが出発する一週間前。リリィと浩太は、ガラス越しに会話をしていた。ボストンで会ってから、その日まで日記を読むように二人で話した。初めて会ったあの時から、浩太の休暇は全部リリィが提案するゼロの遠隔操作装置を実現するためのディスカッションに使ってしまった。

「ごめんね。あの時は、あなたが休暇だと知らなかったの」

「いいんだ。あれはあれで、十分楽しかった」
　いつも元気なリリィが、この時は静かに浩太を見つめていた。この次に会えるのは、十三ヶ月後になる。

　記憶の夢は、眩しいほどの満月に照らされた宇宙センターに移った。ボストンでリリィと出会ってから半月経っている。遠い山の尾根が、くっきりと浮かぶ。浩太は、一人でゼロに装着する予定の新型バイザーのテストしていた。急激な光の変化に対応しているかどうかを試すのだ。広い宇宙センターの滑走路で、暗い山並みから月に照準を合わせようとした時。突然、背後からバイザーを手で誰かが塞いだ。浩太は、背中に軟らかいものを感じた。バイザーを下ろして振り返った浩太は、月明かりに輝くリリィを見つめた。

「リリィ。どうした。ゼロは、格納庫だよ」
　リリィは、頭を左右に振った。

「ゼロは、後で良いわ。今日は、勘違いのほう」

「えっ」

「浩太に会いに来たのよ」

　二人は、フォーシーズンホテルの一室からビルの間に見える朝焼けを見ていた。マイアミには、山がない。朝陽を遮るのは、人が造った建築物だけだ。いくら大きくても、人の手に成る物では、太陽を完全に覆い尽くすことがない。何者にも邪魔されない二人には、似合いの風景だった。いくつものビルに反射する複数の淡い陽光が、二人が居る部屋に複雑な影を作っている。遠くから消防車やパトカーのサイレンが聞こえるが、今の二人には、それさえ天使の囁きのように感じる。
　サイレンの音は、起床装置が流す低周波だった。予定どおり目覚めた浩太は、夢の記憶で思い出したリリィの感触を抱いて操縦席から離れた。食料箱からコーヒーのボトルとサラダのパックを取り出して、

「おはよう、リリィ。ドレッシングは、何が良い。宇宙では、レモンの水溶液とサラダオイルが分離しないから、つなぎのタマネギを入れなくてすむ。ただ、食べ方が難しい。葉っぱで包んで・・・。なんてね」

　レタスを丸めた中にドレッシングのチューブを突き刺した浩太は、それを少し押し出し、ドレッシングが飛び出さないように素早く口に入れた。
二日目、浩太は無反動銃をスミレに渡した。スミレは、それで標的を狙った。ホログラムの弾は、見事に標的の中心に命中した。

「その銃は、自動追尾だ」

　スミレは、それを聞いてムッとした。

「何よ。それなら、最初からこれにすれば良いじゃない」

「それは、違う。ちゃんと狙えてないと、違うところに飛んでいく」

　浩太は、スミレから銃を取って標的から少し離れたところへ撃った。

「ほらね。当たらない」

　そう言う浩太から銃を受け取ったスミレは、標的を狙ってみた。スコープの中心に標的を捉えた後、銃身がスミレの動きに連動して動く。
「なるほど、こういう仕組みなのね」

「だから、自動追尾といっても弾丸が途中で進路を変えるわけではない。射程距離は、大気中で二千メートル。これの大型は、戦闘機に搭載されている。破壊力は少ないが、レールガンより命中率が高い」

　戦闘機、レールガン、スミレはスコットのことを思い出した。浩太大尉が知っているとは思えないが、事態を説明すれば助けてくれるかもしれない。わずかな望みをかけてスミレは、浩太にスコットが逮捕されたことを話した。
「ああ、それなら知っている。この任務に関係がないこともない。それが何か」

「そう、助けて欲しいの。スコットを」

「そうか。でもなあ、宇宙軍から圧力をかけることも出来ないし。しかし、なんでまたそんなことをしたのだろう。民間人だろ」

　考えながら浩太は、ペガサスにあるスコットの履歴を開いた。

「うん。アメリカ海軍に所属していたのか。退役したのは、ソマリア戦の後か。辞めた理由は、特に記録していないな。スパイだったのかな」
「それなら、もっと上手くやるでしょ。」

「そう、たしかに」

　浩太は、スコットの身上書を開いてみた。生年月日、氏名、家族、家族欄にスコットの妻の名前があった。サマンサ・タシロ・スコット。

「サマンサ・タシロ。タシロか、懐かしい名前や」

「タシロって、大尉は知り合いなの」

「タシロという友達がいた。たぶん、人違いだろう」

　田代哲也、コロニーで治療を受けている間、浩太は知人を探した。哲也君とは、ボストンで会ったのが最後だった。記録では、２０５３年に亡くなっていた。この時点より半世紀近く昔に亡くなった人と知人だとスミレには言えない。
「タシロ、サマンサか。彼女の記録は、あるかな」

　ペガサスの副長であるサマンサの記録は、当然データベースにあったが、哲也君と結びつけるようなことは書いてない。学歴を書いたものしかなかった。
「スミレさん、悪いけど個人的なメッセージを送りたい」

「分かったわ。私は、しばらくここで射撃訓練をしているから、操縦室から送ると良いわ」

「ありがとう」

　地球とペガサスとは、既に同時通話が出来ない距離にある。浩太は、簡略なメッセージをサマンサに送った。

「はじめまして、私の名前はコウタ・フジワラ。今、スミレさんと一緒にいます。ミズ・サマンサ、あなたの祖先にテツヤ・タシロという野球選手がいませんか」

　送信を終えた浩太は、遠く離れた地球を思い浮かべて待った。一分、二分、三分、返事がない。何を焦っているのだろう。そう簡単に応えらえることでもない。そのうち、返事が来るだろう。席を立った浩太は、メッセージがゼロで受信出来るようにセットして貨物室に向かった。ゼロに再び乗るとは、全く想像していなかった。パワースーツという概念は、既に時代遅れとなっていた。もちろん、ゼロを改良する努力は続けられたらしい。だが、浩太やチェハーのような熱意がある研究者は出ず、いつしか世の中から消えていった。ゼロを見たハモンド将軍は、これが必要になることはない。惑星探査には、こんな複雑な機械を使うより単純な装置のほうが良い。確かに上手く操縦出来れば、それなりに効果を上げるだろうが、現時点では高価な玩具に過ぎない。君の自由にして良い。そう言って、浩太に所有権を与えてくれた。

　ゼロに乗り込んだ浩太は、動力を入れた。自分の何が起こったのか、確かなことは全く不明だ。しかし、同じように時間と空間をチェハーたちが移動したとすれば、どこかで生きているかもしれない。浩太より未来に飛ばされているかもしれない。近い将来、チェハーたちが現れたら、ゼロで助けに行くつもりだ。宇宙軍で治療と受けている期間、自由時間の殆どをゼロの改造に費やした。最新の技術を取り入れたゼロを持って、消えた同僚を助けに行くと誓った。
　ゼロの改良で最も変化したのは、手や脚の反応速度だ。ゼロの手と脚は、乗員の動きに連動する。手を上げれば、その０，２５秒後に手が動く。脚も同様に稼動する。わずかな時間差は、通常なら気が付かないほどだが、手馴れた浩太とチェハーは不満に感じていた。浩太は、そこにこの時代の技術を注いだ。反応速度は、０，０５秒に縮んだ。関節の稼動速度も上がり、以前ならボールを投げても小学生並みの速度しか出なかっのが、改良後は時速百六十キロを越えた。
「今ならゼロで哲也君を三振に取れるなあ」

　嬉しいやら淋しいやら、浩太はそんな独り言を吐いた。そんな思いが届いたのか、サマンサから返信が届いた。

「ミスター・フジワラ、メッセージをありがとう。あなたが言うとおり、私の曾祖父は、テツヤ・タシロ。日本からアメリカに渡った野球選手です。曾祖父を知っているのですか」
　これは、奇跡かもしれない。哲也君に会えなくても、その子孫が見つかった。

「はい、知っています。今は遠くにいますが、いつか必ずテツヤの墓を訪ねたいと思っています」

　そう返事をした浩太は、夕美にスコットの妻が哲也君の子孫であること伝え、なんとか彼を助けられないか打診した。夕美は、ペガサスを所有しているバイオニクス社の役員でもある。その返答は、夕美からではなく、ハモンド将軍からだった。
「大尉、スコットを無罪放免というわけには、いかないが、宇宙軍が召喚することにして、一時的に彼が所属するバイオニクス社が身柄を預かることになった。監視付きだが、拘置所から出られる。このメッセージへの返信は不要だ。目的地に着くまで、暇だとは思うが、任務に集中しろ。以上」
「ありゃ、おねえ。また、ハモンド将軍を使ったのか」
　浩太は、ゼロから降りてスミレのところに向かった。スミレは、乗客用の椅子に体を固定して射撃訓練を続けていた。貨物室から戻った浩太を見たスミレは、射撃を止めて背もたれを掴んで立ち上がった。浩太は、ゆっくり漂いながらスミレの傍に寄った。
「スコットは、拘置所から出られる。宇宙軍が助けてくれたよ」

　それを聞いたスミレは、無反動銃を投げ出して浩太に飛びついた。

「ありがとう。これで、生まれたばかりの娘さんに会えるわね」

　重力を感じない状態だが、質量が無いわけではない。ほぼ空中に静止していた浩太は、飛びついて来るスミレを受け止めた。地上なら何も起こらないのだが、彼女の質量が浩太の上半身に集中したことで、抱き合ったまま後方宙返りのようになってしまった。一回転、二回転、三回転、止まらない。スミレが腕を伸ばそうとしたのを浩太が止めた。
「へたに手を出すな。腕が折れる。空気抵抗で回転が緩やかになるまで待て」

　伸ばしかけた腕をひっこめたスミレは、目を閉じて浩太にしがみついた。その反動で更に回転速度が上がった。

「力を抜いて。僕が掴んでいるから、身を任せて」

　浩太は、左手でスミレの腰を掴み、右手を腹部から二人の胸の辺りにねじ込んだ。それから、上着のジッパーを下ろした。

「今、止めるから」

　浩太は、上着の裾を一気に開いた。開いた上着が空気ブレーキとなって、回転が止まった。スミレは、まだ目を閉じている。

「もう、止まったよ」
「まだ。まだ、回っている気がする。」

「大丈夫。直ぐに治まるから。目を開けば、脳が停止したことを認識する」

　そっと目を開いたスミレの目には、客室の床面が映った。どうやら床と天井の中間に浮いているようだ。
「止まったみたい」

　スミレの腰を軽く叩いた浩太が、
「手を離してくれるかな。ちょっと痛。」

　本能的に回転を止めようとしたスミレの爪が、浩太の脇腹に食い込んでいた。
「あ、ごめん」
　指の力を抜いたスミレは、落ち着いてきたのか、自分がどのような状態なのかを知った。両手が浩太に抱きついた状態で、脚が両方とも浩太の脚に絡んでいる妙な格好だった。完全に体が密着している。

「いや」

　スミレは、勢いよく突き放すように浩太から離れようとした。

「ああ、あかん」

　浩太の忠告は、遅かった。浩太は床へ、スミレは天井に激突した。浩太は、反動で浮かび上がらないように座席を掴んだが、スミレは天井に当たった反動で、もう一度浩太に向かった。浩太は、受け止めずに避けた。スミレは、床に当たった。そこで、スミレが浮かないように浩太が彼女の体を床に押さえつけた。

「痛い。何をするのよ」

「こうしないと、また浮かぶ。作用と反作用、学校で習ったやろ」

　スミレは、不機嫌な顔で浩太を睨んだ。

「私だって、そのくらい知っているわよ。でも・・・」

　その時、警報音が鳴った。
「話の続きは、また今度」

　警報音に気を取り戻したスミレは、パイロットの顔になっていた。

「終着駅が見えたようね。操縦室に行きましょう」

「スミレさんから先にどうぞ」

「あら、私を機長と認めてくれるの？」

「いいや、後から来て背中に激突されたら困る」

「まだ、言うか」

目標の物体が光学センサーの探知範囲に入っていた。細長いその物体は、太陽の光を浴びて白く光っていた。その画像に重なって、緑色の数字が浮かんだ。みょうじょうの望遠鏡では、分らなかった正確な数値だ。全長９８０ｍ、最大直径２００ｍ、推進機らしきもの六機。放射能汚染無し。

「デカイな。戦艦大和の三倍か」

「どう見ても、人工物のようね。あれに乗り込む気なの」

「いきなり乗り込むのは、失礼だろ。まずは、ご挨拶から」

　浩太は、通信機のスイッチを入れて言った。

「こちらは、ペガサス。連合宇宙軍藤原大尉。応答願います」

　二人は、黙って物体からの応答を待ったが、全く反応がなかった。言語が通じないのか、無人なのだろうか。浩太は、もう一度五十種類の言語で交信を試みた。それでも、応答がなかった。スミレは、翻訳ソフトを調べてみたが、エラーは見つからなかった。浩太は、外を見た。まもなく、肉眼で見えるようになる。

　肉眼で見えるようになると、二人はその物体が持つ美しさに目を奪われた。鏡のように滑らかな表面は、突起物が全くなかった。まるで、一体成型のオブジェのようだ。窓すら見当たらない。浩太は、スミレに言った。

「どこまで、接近できる」

「くっつけるわ」

「よし、行こう」

　手を伸ばせば届きそうな距離まで来たとき、物体の一部がぽっかりと開いた。それは、ハッチが開くようでもなく、何かで円形に抜いたような開き方だった。穴の直径は九十センチ、操縦室の背後の天井にある緊急用ハッチとぴったりの大きさになる。

「偶然なのかしら」

「ここから入れという意味だろう」

　スミレは、ペガサスを穴に数センチのところにつけた。すると、穴の周囲が延びてハッチに密着した。スミレは、ハッチを開き穴の向こうに大気があるか調べた。

「向こうには、呼吸出来る大気があるわ。気温も湿度も快適のようね」

「どうやら、歓迎されているようだ。行って来るよ」

「私も行く」

　浩太は、手動でハッチを開いた。向こうは、真っ暗でなにも見えない。

「行くよ」

そう言って浩太は、穴に入った。スミレも続いた。二人は、三秒間ほど宙に浮いていた。いつの間にか、二人は小さな部屋に居た。浩太は、天井を見上げた。照明灯らしいものがなく、天井そのものが光を放っている。壁には、計器らしいものが並んでいた。床は、ラバーで出来ているようだ。足が、少しめりこむ感じがする。

「床・・・」

「足が・・・」

　浩太とスミレは、床に視線を落とした。

「俺たち、立っているよな」

「ええ、地上にいるみたいにね。人工の重力装置かしら」

　浩太は、床から視線を上げて言った。

「あまり深く考えないようにしよう。これが宇宙船なら、操縦室があると思う。まずは、操縦室を探そう」

　浩太は、壁を調べてみたが、部屋にはドアらしいものが無い。スミレは、計器類に触ってみたが、全く反応が無かった。

「これでは、ここから出られないな」

「人工重力まであるのに、ヘルプ機能くらいないのかしら」

　スミレの言葉に反応するように、壁にこの船の見取り図が現れた。

「操縦室は、どこだろう」

　浩太がそう言うと、見取り図に赤い点が浮かんだ。

「なるほど、音声対応か。ならば、操縦室に行きたい」

　浩太の前に緑の矢印が浮かんだ。そして、壁の一部が消えた。その向こうは、長い通路になっていた。二人は、矢印に先導されながら進んだ。やがて、矢印が止まり、また壁が消えた。

「おお」

　操縦室は、予想外に広かった。そこは、大型客船のブリッジほどの広さがあり、天井が透明で星が見える。
「これは、操縦室というよりブリッジと言ったほうが似合う」

「そうね。すごいわ。これほど無駄な空間があるのは、おそらく居住性を考えてのことでしょう」

座席は、船の前方を向いたのが二つ。側面にそれぞれ、二席が壁に向かっている。真ん中には、他の座席とは違う、少し豪華な椅子があった。おそらく船長のものだろう。浩太は、中央にある船長席らしい椅子に座った。

「見て」

　スミレは、壁の一点を指差した。それは、金色のプレートで黒い文字が書いてある。スミレは、ゆっくりと声を出して読んだ。

「アンドロメダ、０９１５・２２１０。どういう意味かしら」

「アンドロメダは、この船の名前だろう。数字は、製造番号かな」

　浩太は、ブリッジを見渡した。乗員は、いないのだろうか。スミレは、ブリッジを一周して、正面の座席に座った。すると、目の前に太陽系の立体映像が浮かんだ。スミレは、地球と思われる青い点に触れた。点が膨らみバレーボール大の地球になり、軌道上を巡る全ての人工衛星が表示された。そして、ここから地球までの距離と到着予定時刻が表示された。

「これは、操縦装置のようね」

　船長席からその様子を見ていた浩太は、肘掛に手をかけて立ち上がった。

「その装置は、スミレさんに任せるよ。他の場所を見てくる」

「良いわよ」

　浩太は、アンドロメダの大きさから推定して、大気圏内に降りる機能がないと考えた。それならば、シャトルを搭載しているかもしれない。

「シャトル格納庫」

　思ったとおりだった。矢印が浮かび、壁が開いた。数分後、浩太はシャトルの格納庫に入った。格納庫には、シャトルが三機。どれも同じ型で、本体の大きさはペガサスの半分程度、標準的なスクールバスくらいだ。翼は無いが、おそらく可変翼なのだろう。三機の内、一機のハッチが開いていた。人の気配がする。浩太は、拳銃を構えて中に入った。男が一人、操縦席に座っていた。浩太は、男に拳銃を向けて言った。

「何をしている」

　男は、振り向き言った。

「何をって、それはこっちのセリフだ」

　浩太は、拳銃を下げて答えた。

「そら、そうやな。失礼した。私は、連合宇宙軍大尉の藤原だ」

　男は、立ち上がって言った。

「私は、タケル。サターン級宇宙船、シルバーホークの副長」

　浩太の記憶には、そんな名の宇宙船がなかった。首をかしげる浩太に、タケルが自分の襟章を指差して言った。

「これで、私の階級が判るかな」

　中佐、浩太は思わず敬礼をした。そして、

「あの、どういうことでしょう」

　と言って浩太は、敬礼の手を下ろした。タケルは、

「話せば長くなるが、ここでは説明出来ない。ブリッジに行こう」

　ブリッジでは、スミレが船長席に座っていた。タケルと浩太がブリッジに到着するのを待っていたように、
「タケルさん。こんなところで会うとは、思わなかったわ。スワンレイで『機長のようなものだ』と言ったのは、ルナＭｋ２３７型のパイロットだったのね。ただ、ルナＭｋ２３７なんて聞いたことがないけどね」
　スミレは、浩太が離れている間にこの宇宙船に有った記録を読んでいた。
「ああ、そうだよ。スミレさん。」

「このルナＭｋ２３７は、ペガサスより小さいのに出力が段違いだし、積載量も多いわ。ニールスの量子搬送装置ってのも聞いたことがないし。それとユカさんというのは、あなたの恋人なのかしら」

「そうだな。量子搬送装置は、まだ、発明されていない。そして、ユカは大切な人だ」

　二人の会話を聞いていた浩太は、

「おおい。話が見えない。何のことか説明しろ」

　スミレが読んでいた記録は、ユカの個人的な記録だった。オライオンに乗船し、ニールスの事故がきっかけでタケルと出会った。それから、一ヶ月が経った頃、ある事件が起こった。スミレは、そこまで浩太に説明した後、続きの記録を読み始めた。
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